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地
方
分
権
の
時
代
に
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を

平成15年度施政方針冒立したまちづくりに向けて
Sつの提案

３
月
３
日
に
開
会
し
た
平
成
巧
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
福
島
浩
彦
市
長
は
幅
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

今
号
で
は
市
長
の
施
政
方
針
と
へ
今
関
敏
男
教
育
長
鳧
中
村
友
教

水
道
局
長
の
施
政
方
針
の
内
容
を
、
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
施

政
方
針
の
全
文
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
壷
市
長
の
施
政
方
針
は
、
フ
ア
ク
ス
ガ
イ
ド
剛
ア
ー
８
３
１

６
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ヨ
ー
ド
８
１
ｓ
）
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

J

1
』

1市長の副壬回数を条例で制限することの検討

市長は、自治体の予算､人事事業などに一人で強力な権限を持ちます。
市長の考え方,重点分野の置き方で､まちづくりの具体的な展開は大きく変
わります｡それ自体は良いことですが､まちの長期的なバランスのとれた発
展を考えれば､一定期間で別の人肺長を担うことが適切と考えます。

制限するとすれ'銅期までが適当なのか$憲法や法律との整合をどうとる
のがを含めて､十分な検討を議会と市民の皆さんにお願いします。

2市議会の一層の充実

これからの議会は､行政のチェック齢Eや問題の提起にとどまらず､問題

の解決を自らも行うことが重要だと考えます｡議員提案で条例をつくる議会

が求められています｡そのためには､定例会似ﾀﾄの会議の増､議員の活動費

の充実議会事務局の法制スタッフの強化などが必要になります｡平成19年

の副權で定数を思い切って減らしたうえで､体制強化を図るのも-つの方法

だと考えます｡十分な検討を議会と市民の皆さんにお願いします。

3市民投票の制度を新設

地域の､磯課題も市民意識もますます多様化している中で､重要な政策に

ついて市民の意思を直接反映する仕組みは大切だと考えます。地方自治体に

おいて､間接民主制を補完する直接民主制の導入は､市民の自治意識を高め、

市民の総意によるまちづくりに有効です。

18歳以上の市民#漂の制度化を、議会と市民の皆さんに提案します。

4－層の情報公開

市民の皆さんにも､単に行政に要望するだけでなく、市の財政や事業の優

先順位を考えていただくことが大切になります。そのためには､政策形成過

程の情報はもちろん､政策形成に入る前の段階から情報公開を進めていきま

す。

自治会や業界団体､各種の連合会など公共的な性格を持つ団体から市に要

望書が出された場合は、市の回答と合わせて必す市民に公表する制度を作っ

ていきます。

また$市の幹部職員や担当職員が､議員から提言や要望を受けた時は､文

書で上司に報告することを義務付け､情報公開の対象にしていきます。

5市税収入に対する人件費の割合を制限

今日の怒済状況の下で､税収は減少傾向にあります。しかし､人件費はか

なりの削減努力をしない限り、増加しかねません｡現在､市の税収に対する

人件費の割合は､県内33市の平均的な水準ですが､当面､特別職を含む常勤

の全職員の人件費を市税収入の50%以下にすることを目標にします。14年

度決算見込みでは51.2%であり、約2億円の削減が必要になります。

6コミュニティビジネスによる地域の活性化と、シニア世代がまちづくり
に活躍する環境づくり

市の人口で最も多いのは50代の世代です｡今後､定年退職を迎える方も増

えてきます。こうした方々 にその豊富な経験や知識を生かして地域で活躍
していただければ､まちづくりの大きな原動力となります。

特に‘地域が必要とする物やｻー ピｽを提供し､一定の収益をあげつつ自
己実現を図るコミュニティビジネスに取り組んでもらえたら、地域の活性化

の目玉となります｡起業支援や事業の育成に積極的に取り組んでいきます。

7「(仮称)子ども総合計画｣の推進と、子育てしやすい､若い世代に魅力の
あるまちづくり

50代に次いで多いのは20代の人口です。こうした若い世代がこれからも

我孫子に住み続けて子育てしてくれることが､我孫子の将来にきわめて重要

です｡若い世代に魅力のあるまちづくりを我孫子市基本計画のリーディング

プランの一つに位置付け、さまざまな取り組みを進めていきます。

8成田綴沿線の交通利便性の向上

このことは､若い世代の定住のためにも､市全体の活性化にとっても重要
な意味を持ちます。JR成田線の増発に向けた取り組みを強めるとともに

手賀沼ﾉMあいライン(3515号線)の早期整備と合わせて､パス会社
と連携した撚的な利便性の向上も､積極的に研究していきます。

】

1

4

》

回
呵
■
■
ｑ
８
１
－
■
■
■
■
ｑ
■
巳
且
凸
■
■
４
日
■
″
ｇ
ｑ
ｇ
ｌ
叩
Ⅲ
川
伽
扣
切
Ⅷ
Ⅲ
１
１
０
０
■
Ｈ
１
ｌ
０
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
１
１
口
１
．
０
１
８
創
引
Ⅲ
‐
Ⅲ
刈
咀
旧
咀
旧
旧
旧
■
■
佃
叩

我
孫
子
市
は
こ
の
た
び
、
柏
市
と
づ
く
り
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き

沼
南
町
と
の
合
併
に
参
加
せ
ず
、
地
ま
す
。

方
分
権
の
時
代
に
独
自
の
ま
ち
づ
く
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
一
層

り
を
進
め
る
道
を
選
択
し
ま
し
た
。
の
改
革
が
必
要
で
す
。
市
が
し
つ
か

市
は
こ
れ
ま
で
、
市
民
と
協
力
し
り
と
自
立
す
る
た
め
に
、
自
治
の
ル

て
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
や
障
害
－
ル
づ
く
り
と
地
域
の
活
性
化
策
に

者
福
祉
、
環
境
、
文
化
な
ど
多
く
の
つ
い
て
、
８
つ
の
提
案
差
カ
コ
ミ

分
野
で
、
特
色
あ
る
施
策
を
進
め
て
参
題
を
し
ま
す
。

き
ま
し
た
。
ま
た
、
嘔
年
度
の
主
な
事
業
は
次

市
民
と
市
の
距
離
が
近
い
今
の
規
の
と
お
り
で
す
。

模
の
良
ざ
を
生
か
し
、
独
自
の
ま
ち

①
手
賀
沼
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
に
親
し
め
る
交
流
空
間
づ
く
り

手
賀
沼
の
浄
化
し
か
し
、
汚
濁
負
荷
は
ま
だ
高
く

過
年
度
の
手
賀
沼
の
水
質
は
、
は
今
後
も
国
、
県
、
流
域
市
町
と
連
携

じ
め
て
全
国
ワ
ー
ス
ト
ー
を
脱
出
し
し
、
下
水
道
整
備
、
合
併
処
理
浄
化

ま
し
た
。
沼
に
流
入
す
る
汚
濁
負
荷
槽
の
普
及
や
ヘ
ド
ロ
の
除
去
な
ど
を

量
は
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
て
約
半
分
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
で
で
き
る

減
少
し
、
北
千
葉
導
水
の
本
格
的
稼
浄
化
対
策
な
ど
、
流
域
住
民
へ
の
情

動
で
、
水
質
が
向
上
し
て
い
ま
す
。
報
発
信
に
力
を
入
れ
ま
す
。

口
【

手
賀
沼
公
園
の
再
整
備

手
賀
沼
公
園
の
親
水
性
を
高
め
る

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

堰
年
度
は
、
公
園
岬
と
そ
の
周
辺

の
園
路
の
整
備
や
緑
化
、
乳
幼
児
が

安
心
し
て
水
と
遊
べ
る
場
所
や
子
ど

も
が
楽
し
め
る
緑
の
丘
の
工
事
を
行

い
、
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

f

１
１

ｌ
ｈ

谷
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
の
推
進

谷
津
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
の
中
心
を
流

れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
幹
線
排
水
路

の
約
１
０
０
ｍ
を
、
多
自
然
型
水
路

に
改
修
し
ま
す
。
三
仮
称
）
ホ
タ
ル
・

ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
」
で
は
、
湧
水
に

よ
る
湿
地
や
斜
面
林
を
一
体
と
し
て

保
全
、
整
備
を
し
ま
す
。

手
賀
沼
晨
舞
台

「
農
に
親
し
む
」
を
テ
ー
マ
に
、

高
野
山
新
田
で
体
験
水
田
の
充
実
や

レ
ン
ゲ
な
ど
の
景
観
作
物
栽
培
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
根
戸
新
田
で
は
、
春
の
菜

の
花
・
夏
の
ヒ
マ
ワ
リ
栽
培
を
定
着

き
せ
な
が
ら
、
観
光
腱
園
計
画
に
取

り
組
み
ま
す
。

利
根
川
ゆ
う
ゆ
う
公
園
の
整
備

デ
イ
キ
ヤ
ン
プ
広
場
は
５
月
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
遊
び
の

広
場
や
オ
フ
ロ
ー
ド
自
転
車
コ
ー
ス
、

水
辺
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
テ
ラ
ス
等
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
国
土
交
通
省
が
整
備
を
進

め
て
い
る
ビ
オ
ト
ー
プ
と
親
水
護
岸

ヤ

’’

7，1

は
、
妬
年
度
で
ほ
ぼ
完
成
し
ま
す
。

古
利
根
沼
の
保
全

古
利
根
公
園
自
然
観
察
の
森
は
、

西
側
に
続
き
、
東
側
の
１
．
２
地
を

整
備
し
、
肥
年
度
中
に
開
設
し
ま
す
。

ま
た
、
古
利
根
沼
を
所
有
す
る
会

社
の
代
理
人
と
、
沼
の
保
全
に
向
け

て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

手
賀
沼
景
観
形
成

市
民
提
案
書
を
も
と
に
「
道
路
き

わ
緑
化
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と

「
色
彩
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作

成
中
で
す
。

巧
年
度
は
、
大
規
模
行
為
景
観
形

成
指
針
に
「
色
彩
と
緑
化
」
の
新
た

な
基
準
を
加
え
、
良
好
な
景
観
の
形

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

ジ
ヤ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
エ
ュ
テ
イ
バ
ル

昨
年
ｎ
月
、
第
２
回
ジ
ャ
パ
ン
バ

ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
４
万
３
０
０
０
人
の
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
皿
月
８
．
９
日
に
開
催

予
定
で
、
一
層
の
内
容
の
充
実
、
参

加
団
体
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
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リ
サ
イ
ク
ル
チ
ッ
プ
化
の
推
進
率
先
行
動
計
画

は
ん剪

定
し
た
枝
木
や
葉
は
、
可
燃
ご
第
三
小
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電
シ

み
の
約
嘔
％
を
占
め
ま
す
が
、
チ
ッ
ス
テ
ム
の
設
置
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

プ
化
に
よ
っ
て
、
公
園
な
ど
の
マ
ル
の
導
入
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼

チ
ン
グ
材
や
、
土
壌
改
良
材
と
し
て
却
す
る
ご
み
の
減
鐙
な
ど
、
一
層
の

利
用
で
き
ま
す
。
需
要
の
見
込
み
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
努
め

利
用
目
的
に
応
じ
た
処
理
方
法
を
選
ま
す
。
（
喝
年
度
は
基
準
年
度
の
ｕ

択
し
、
チ
ッ
プ
化
を
進
め
ま
す
。
年
度
よ
り
４
％
減
）

③
誰
も
が
自
立
で
き
安
心
し
て
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

保
健
福
祉
総
合
計
画
の
見
直
し
社
会
福
祉
施
設
の
整
備

第
２
次
保
健
福
祉
総
合
計
画
「
生
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
む

き
生
き
あ
び
こ
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ン
」
っ
ぽ
し
」
と
「
け
や
き
社
会
セ
ン
タ

の
後
期
（
妬
・
肥
年
度
）
に
、
健
康
－
」
の
施
設
の
建
設
に
協
力
し
、
こ

診
査
に
お
け
る
２
次
検
診
体
制
の
整
れ
ら
を
拠
点
に
相
談
事
業
の
実
施
や

術
、
障
害
者
の
自
立
を
支
え
る
グ
ル
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
立
な
ど
、
地

－
プ
ホ
ー
ム
整
備
な
ど
の
新
規
項
目
域
生
活
支
援
を
進
め
ま
す
。

を
追
加
し
ま
し
た
。
ざ
ら
に
、
”
年
精
神
障
害
者
へ
の
施
策
の
充
実

度
か
ら
の
次
期
計
画
の
策
定
に
向
け
、
地
域
で
独
立
し
た
生
活
を
希
望
す

調
査
・
検
討
を
始
め
ま
す
。
る
精
神
障
害
者
に
対
し
、
必
要
な
援

第
２
期
介
護
保
険
事
業
計
画
助
を
す
る
た
め
に
、
精
神
障
害
者
家

現
在
、
巧
～
四
年
度
を
期
間
と
す
族
会
が
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
の
開
設
準

る
第
２
期
計
画
の
策
定
作
業
を
介
護
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
は
、
運
営

保
険
市
民
会
議
で
進
め
て
お
り
、
３
に
補
助
金
を
交
付
し
支
援
し
ま
す
。

月
に
完
了
し
ま
す
。
ま
た
、
契
約
し
た
病
院
で
短
期
入

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
居
待
機
所
を
実
施
し
ま
す
。

者
へ
の
対
応
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

－
ム
の
整
備
を
計
画
し
ま
す
。
我
孫
子
駅
北
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
規
整
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
布
佐

備
は
、
四
年
４
月
の
１
施
設
オ
ー
プ
駅
南
口
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

ン
と
、
新
た
な
１
施
設
の
着
工
を
計
ま
た
、
視
覚
障
害
者
の
た
め
に
、

画
に
位
置
付
け
ま
す
。
我
孫
子
駅
北
口
・
布
佐
駅
東
口
に
音

ま
た
介
誰
保
険
料
は
、
介
護
保
険
声
誘
導
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
天

現
行
水
準
を
維
持
し
ま
す
。
王
台
駅
南
口
か
ら
相
野
谷
橋
南
の
交

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
（
仮
称
）
差
点
ま
で
の
歩
道
拡
幅
を
行
い
ま
す
。

「
た
ま
り
場
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
」
福
祉
ガ
イ
ド
マ
ッ
ブ
の
作
成

高
齢
者
が
買
い
物
を
し
な
が
ら
気
障
害
を
持
つ
方
自
身
が
参
加
す
る

軽
に
集
え
る
場
を
、
商
店
街
の
空
き
市
民
委
員
会
で
、
道
路
や
公
共
施
設

店
舗
を
活
用
し
て
、
モ
デ
ル
事
業
と
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
状
況
を
検
証
し
ま

し
て
１
カ
所
設
極
し
ま
す
。
高
齢
者
す
。
ま
た
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
車
イ

の
健
康
相
談
や
講
座
、
子
ど
も
と
の
ス
利
用
者
の
介
助
を
す
る
商
店
な
ど

世
代
間
交
流
な
ど
を
行
う
予
定
で
、
の
調
査
を
行
い
、
焔
年
度
に
ガ
イ
ド

７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

②
環
境
に
負
荷
を
与
え
な
い
社
会
づ
く
り
④
生
涯
を
と
お
し
た
健
康
づ
く
り

子
ど
も
総
合
計
画
の
策
定

こ
の
計
画
は
、
子
ど
も
の
成
長
と

子
育
て
を
、
市
全
体
で
応
援
す
る
も

の
で
す
。

公
募
の
市
民
や
高
校
生
、
大
学
生
、

子
ど
も
に
関
す
る
団
体
の
代
表
者
な

ど
と
市
で
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現

状
や
そ
の
改
善
策
を
、
「
子
育
て
」

「
子
育
ち
」
「
地
域
」
と
い
う
視
点

か
ら
検
討
し
て
い
ま
す
。

ｍ
月
ま
で
に
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成

４
月
か
ら
は
、
受
給
券
を
医
療
機

関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

通
院
は
１
回
ご
と
、
入
院
は
１
日
に

つ
き
、
２
０
０
円
も
し
く
は
無
料
で

受
診
で
き
る
制
度
に
改
正
し
ま
す
。

ま
た
、
対
象
を
３
歳
未
満
か
ら
４

歳
未
満
に
拡
大
し
ま
す
。
４
歳
以
上

就
学
前
ま
で
は
、
５
日
以
上
の
入
院

を
助
成
対
象
と
し
ま
す
。

子
ど
も
の
遊
び
場
。
親
子
の
交

流
の
場
づ
く
り

市
内
２
つ
目
の
遊
び
場
「
わ
く
わ

く
広
場
」
を
、
９
月
か
ら
湖
北
台
に

開
設
し
ま
す
。
子
ど
も
が
自
由
に
遊

べ
る
庭
を
作
る
と
と
も
に
、
相
談
員

を
置
い
て
、
親
同
士
の
交
流
、
子
育

て
の
情
報
提
供
、
子
育
て
相
談
、
子

育
て
講
座
な
ど
も
行
い
ま
す
。

保
育
園
の
充
実

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
確
実
に
維
持
し

て
い
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
員

「
健
康
日
本
証
」
推
進
の
た
め
、

公
募
の
市
民
知
人
を
健
康
づ
く
り
推

進
員
に
委
嘱
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ざ
ら
に
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
食
生
活
を

通
し
た
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
う
ん
ど
う
教
室

天
王
台
・
布
佐
の
う
ん
ど
う
教
室

⑤
子
育
て
し
や
す
く
若
い
世
代
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

6

並
木
保
育
園
の
増
改
築
は
７
月
に

完
了
し
、
定
員
が
知
人
増
の
１
２
０

人
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
４
月
か
ら
双
葉
保
育
園
は
、

定
員
を
釦
人
増
や
し
卯
人
と
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
た
に
設
置
す
る
定
員
卯

人
の
天
王
台
双
葉
保
育
園
は
、
６
月

に
開
園
す
る
予
定
で
す
。

成
田
線
輸
送
力
の
整
備
促
進

「
成
田
線
沿
線
の
活
性
化
お
よ
び

輸
送
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ま
と
め

ま
し
た
。

「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
は
じ

め
、
沿
線
地
域
の
も
つ
魅
力
を
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
事
業
を

展
開
し
、
地
域
の
活
性
化
と
利
用
者

の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

同
時
に
、
成
田
発
朝
７
時
台
や
帰

宅
時
間
帯
の
増
発
、
最
終
電
車
の
運

行
時
間
の
繰
り
下
げ
な
ど
を
、
引
き

続
き
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
関
係
機
関
に
ね

ば
り
強
く
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

で
は
、
参
加
者
、
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
地
区
社
協
や
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
運
営
方
法

の
改
善
や
う
ん
ど
う
遊
園
の
使
い
方

の
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

唖
年
度
の
手
賀
沼
公
園
へ
の
運
動

遊
園
の
設
置
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
、
地
区
社
協
と
連
携
し
て

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑥
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
発
揮
で
き
る
し
く
み
づ
く
り

「
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
ン
卜
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
体
制
を

生
涯
学
習
を
総
合
的
に
進
め
ま
す
。
整
え
ま
す
。

計
画
の
柱
は
、
学
習
機
会
の
充
実
、
創
業
者
支
援
研
修

学
習
情
報
の
提
供
、
地
域
教
育
力
の
理
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
研
修

高
揚
、
人
材
の
育
成
、
文
化
の
継
承
は
、
釦
％
を
超
え
る
受
講
者
が
新
た

と
創
造
、
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
の
推
に
事
業
を
始
め
、
大
き
な
成
果
を
上

達
疲
迩
参
一
蕊
涛
蕃
、
げ
蚕
ま
す
。

生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
の
８
つ
す
で
に
創
業
し
て
い
る
人
を
対
象

で
す
。
と
し
た
フ
オ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
も
実

施
し
、
営
業
上
の
問
題
や
悩
み
を
抱

札
に
よ
る
業
者
選
定
を
行
い
ま
す
。

市
民
事
業
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ビ
ざ
ら
に
工
事
ヤ
ー
ド
や
地
盤
整
備
な

ジ
ネ
ス
）
の
支
援
ど
の
準
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
、
介
護
環
境
な
ど
の
地
（
仮
称
）
天
王
台
南
区
域
近
隣
セ

域
課
題
を
市
民
自
ら
取
り
組
み
、
ビ
ン
タ
ー
の
整
備

ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
さ
せ
る
こ
と
を
住
民
の
建
設
委
員
会
と
弱
回
以
上

目
標
に
、
市
民
事
業
の
入
門
・
起
業
の
協
議
を
経
て
、
３
月
末
に
設
計
が

化
識
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
完
了
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
経
営
・
事
業
計
画
巧
年
度
は
進
入
路
や
駐
車
場
の
整

に
対
し
て
、
中
小
企
業
診
断
士
や
銀
備
を
行
い
、
媚
年
度
に
本
体
工
事
を

行
の
融
資
担
当
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
行
い
ま
す
。

⑦
情
報
技
術
を
交
流
と
発
信
に
い
か
せ
る
環
境
づ
く
り

情
報
化
推
進
計
画
・
国
・
地
方
を
通
じ
た
情
報
化
の
基
盤

「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
豊
か
な
市
民
と
な
り
ま
す
。

生
活
の
実
現
」
を
基
本
理
念
と
し
、
市
も
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

暮
ら
し
の
視
点
に
基
づ
き
、
記
の
具
参
加
し
、
地
方
自
治
体
間
や
国
と
の

体
的
な
実
施
事
業
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
間
で
の
電
子
メ
ー
ル
、
電
子
文
書
交

妬
年
度
は
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
換
や
、
法
令
、
条
例
、
基
礎
的
統
計

－
ク
ヘ
の
接
続
や
小
学
校
の
校
内
Ｌ
等
の
情
報
の
共
有
に
活
用
し
ま
す
。

Ａ
Ｎ
の
整
備
電
子
入
札
の
導
入
準
電
子
入
札
の
導
入

備
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
電
子
入
札
は
、
よ
り
透
明
・
公
正

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
接
続
で
効
果
的
な
入
札
を
執
行
す
る
う
え

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
地
で
非
常
に
有
効
な
手
段
で
す
。

方
自
治
体
間
を
相
互
に
接
続
し
、
国
導
入
に
向
け
た
調
査
を
行
い
、
シ

の
鰻
が
関
Ｗ
Ａ
Ｎ
と
も
接
続
す
る
広
ス
テ
ム
の
選
択
や
運
用
基
準
の
策
定

域
的
な
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
を
し
て
い
き
ま
す
。

』

ダ

｜
土
辮
緬
鱸
埠
鰈
画
整
理

の
未
移
転
家
屋
は
８
戸
と
な
り
ま

し
た
。
地
区
東
側
の
都
市
計
画
道

路
３
．
４
．
哩
号
線
は
７
月
末
に

工
事
区
間
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

我
孫
子
駅
北
口
土
地
区
画
整
理

は
、
巧
年
度
に
２
号
公
園
と
前
面

道
路
の
整
怖
を
し
ま
す
。

天
王
台
土
地
区
画
整
理
は
、
１

月
”
日
に
区
画
整
理
登
記
が
終
了

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
清
算
金
の

事
務
処
理
を
進
め
ま
す
。

湖
北
駅
北
□
の
整
備

都
市
計
画
の
変
更
を
２
月
４
日

の
県
都
市
計
画
審
議
会
に
付
議
し
、

異
議
の
な
い
旨
の
答
申
が
あ
り
ま

し
た
。県

や
「
湖
北
駅
北
ｐ
明
る
い
街

づ
く
り
の
会
」
と
の
連
携
を
図
り
、

事
業
認
可
の
取
得
や
買
収
用
地
の

確
定
測
愚
な
ど
事
業
着
手
に
向
け

た
作
業
を
進
め
ま
す
。

高
野
山
の
ま
ち
づ
く
り

高
野
山
で
、
地
区
計
画
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
内
容
は
、
道
路
の
配
置

と
、
建
物
の
用
途
、
壁
面
の
位
置
、

最
低
敷
地
面
積
、
塀
の
榊
造
等
の

制
限
な
ど
で
す
。
県
・
国
と
の
協

議
を
経
て
、
住
民
と
の
話
し
合
い

に
入
り
ま
す
。

布
佐
地
区
拠
点
整
備
地
区
基

本
調
査

新
々
田
地
区
の
土
地
所
有
者
を

対
象
に
、
土
地
利
用
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
中
で
す
。
地
区
住

民
の
意
向
を
考
慮
し
た
土
地
利
用

の
基
本
方
針
と
整
備
手
法
を
確
立

し
ま
す
。

水
害
の
解
消
に
向
け
左
取
り
組
み

並
木
地
区
排
水
路
改
修
は
、
並

／
‐ 、

主
な
都
市
整
備

詞

総
合
窓
□
の
開
設

市
民
が
い
く
つ
か
の
課
を
回
っ

て
手
続
き
を
す
る
不
便
さ
を
少
し

で
も
無
く
す
た
め
、
「
総
合
窓
口
」

を
ｎ
月
に
開
設
し
ま
す
。

総
合
窓
口
で
は
、
市
民
課
窓
口

業
務
に
加
え
、
国
保
年
金
課
、
課

税
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
介
護
支

援
課
、
子
育
て
支
援
課
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
、
広
報
室
、
学
校
教

育
課
の
業
務
で
主
に
転
入
転
出
に

関
す
る
も
の
を
取
り
扱
い
ま
す
。

家
庭
ご
み
収
集
。
焼
却
業
務
委
託

家
庭
ご
み
収
集
を
、
巧
年
度
に

釦
％
民
間
委
託
し
ま
す
。
焼
却
炉

の
運
転
は
型
時
間
民
間
委
託
し
ま

す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
経
費
の

削
減
と
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み

事
業
の
目
的
や
事
業
の
成
果
を

測
定
す
る
指
標
の
設
定
、
事
業
の

必
要
性
、
協
働
の
工
夫
、
効
率
性

な
ど
各
項
目
の
事
前
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
業
の
終
了
後
、
蕊

前
確
認
項
目
に
沿
っ
て
評
価
を
実

施
し
、
評
価
結
果
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

木
１
号
橋
か
ら
２
号
橋
手
前
の
鴎

、
区
間
の
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
並
木
３
号
橋
ま
で
の

実
施
設
計
を
し
ま
す
。

泉
地
区
管
内
貯
留
整
備
は
、
汚

水
管
等
の
移
設
工
事
を
行
い
、
管

内
貯
留
本
体
工
事
に
蒲
手
し
ま
す
。

天
王
台
第
１
調
整
池
の
築
造
は
、

今
後
も
、
住
民
合
意
を
得
て
事
業

が
前
進
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

布
佐
大
割
排
水
機
場
は
、
排
水

機
場
の
配
世
計
画
と
施
工
方
法
が

ほ
ぼ
決
定
し
ま
し
た
。
排
水
機
場

の
築
造
に
向
け
て
、
用
地
取
得
と

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

行
政
改
革

４
客

ゆ
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＊
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
の
地
区
文
化
祭
、
絵
画
展
な
ど
を
統
合

》

針方政施
敏
嶌
の
職
零
は
、
体
箪
篁
簔
と
製
岳
拳
澆
プ
ー
ル

Ａ
玄

関
繩
篭
当
の
嘱
託
職
員
を
配
世
し
を
開
放
し
ま
す
。

＊
市
民
体
育
館
の
西
側
の
土
地
、
約

目
目
目
〈
今
ヲ
②
生
涯
学
習
体
制
の
整
備
１
万
５
Ｏ
Ｏ
Ｏ
灘
ｍ
を
新
た
に
取
得
し
、

一
幸
へ
一
一
《
＊
社
会
教
育
基
本
計
画
の
事
業
計
画
駐
車
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
弓
道
場

な
ど
を
見
直
し
、
よ
り
確
実
に
実
行
を
整
備
し
ま
す
。

育

窪
羅
羅
霊
異
鑿
霊
誰
鑿

“
朋
副
埋
恥
「
（
仮
称
）
子
ど
も
総
合
計
画
」
と
の
①
学
校
教
育
・
幼
児
教
育
の
充
実

調
整
を
行
い
ま
す
。
＊
個
性
に
応
じ
た
教
育
を
推
進
す
る

が
劃
こ
う

教
育
行
政
の
基
本
方
針
を
「
個
性
＊
二
仮
称
）
あ
び
こ
楽
校
協
議
会
」
た
め
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
教
員
の

を
尊
重
し
、
互
い
に
学
び
合
う
、
生
を
設
置
し
、
学
習
事
業
の
体
系
化
や
増
員
を
行
い
ま
す
。

涯
学
習
の
実
現
」
と
し
、
３
つ
の
施
関
連
事
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
、
効
＊
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を

策
を
推
進
し
ま
す
。
果
的
な
学
習
事
業
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
増
員
し
、
全
中
学
校
に
配
置
し
ま
す
。

皿
華
班
雛
彰
誰
熊
一
難
腱
溌
獣
画
檸
藷
嘩
弾
蘂
坤
識
塞
恥
雫
織
蕊
繊
鐸
》
騨
恥

①
生
涯
学
習
機
会
の
充
実
習
推
進
計
画
で
位
置
づ
け
た
学
習
事
相
談
に
的
確
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、

＊
月
曜
日
が
祝
日
と
重
な
る
場
合
で
業
「
（
仮
称
）
あ
び
こ
楽
校
」
の
運
営
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
回
数
を

も
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
な
ど
を
行
い
ま
す
。
増
や
し
ま
す
。

図
醤
館
、
鳥
の
博
物
館
、
体
育
館
は
③
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
◎
学
校
施
設
と
学
校
設
備
の
整
備

開
館
し
ま
す
。
＊
個
別
に
開
催
し
て
い
た
合
唱
祭
、
＊
全
小
学
校
に
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
通
信

↑
一
一
一
』
星
室
一
『
一

」
帝

｝
軍
｛
寺
一
｝
一
『
毒
｝
一
三
｝
』
岸

水
道
事
業
は
、
利
用
者
に
安
全
で

お
い
し
い
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る

た
め
、
効
率
的
な
運
営
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

平
成
辺
年
度
の
給
水
収
益
は
、
利

用
者
の
節
水
意
識
の
定
着
、
居
住
世

帯
の
家
族
概
成
の
変
化
、
経
済
活
動

の
低
調
に
よ
る
大
口
水
需
要
の
減
少

な
ど
か
ら
、
巧
年
１
月
末
現
在
、
２

年
連
続
し
て
前
年
度
を
下
回
る
厳
し

い
状
況
で
す
。

一
方
、
給
水
契
約
負
担
金
収
入
は
、

’
’
’
４
１
１
１
伽
０

凸

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
４

ロ

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の
開
発
に
よ
っ
て

過
年
度
を
上
回
り
、
決
算
は
、
か
ろ

う
じ
て
黒
字
の
見
込
み
で
す
。

し
か
し
、
今
後
も
給
水
収
益
の
減

少
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
妬
年

度
予
算
は
、
料
金
の
収
納
率
の
向
上

や
経
費
の
効
率
化
、
実
施
事
業
の
選

択
を
基
本
と
し
た
、
緊
縮
型
の
予
算

編
成
と
し
ま
し
た
。

第
乏
期
ｓ
力
年
実
施
計
画

鴫
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
２
期

３
カ
年
実
施
計
画
に
沿
っ
て
、
建
設

中
村
友
教
水
道
局
長

改
良
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
妻
子
原
浄
水
場
の
受
変
電
設
備
更

新
エ
事
・
・
送
水
ポ
ン
プ
を
動
か
す
電

力
を
変
圧
す
る
設
備
が
法
定
耐
用
年

数
を
越
え
、
老
朽
化
が
著
し
い
た
め

更
新
し
ま
す
。

②
新
木
野
・
吾
妻
台
地
区
等
の
石
綿

セ
メ
ン
ト
管
布
設
替
え
エ
事
…
計
画

に
基
づ
い
て
工
事
を
進
め
、
型
年
度

末
に
は
、
市
内
の
配
水
管
か
ら
総
延

長
蝿
、
に
及
ぶ
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
を

一
掃
し
ま
す
。

’
1

1

1

1

ム

ｌ
ｌ
Ｉ
ｉ
Ｉ
‐
’
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｄ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
・
Ｉ
Ｉ
ｕ
Ｈ
Ⅱ
。
■
１
■
■
０
ｍ
制
酬
印
刷
引
肌
Ⅲ
馴
副
副
皿
印
１
０
日
Ｉ

）

③
３
号
井
戸
二
重
ケ
ー
シ
ン
グ
エ
事

…
市
全
体
水
遼
の
妬
％
は
深
井
戸
か

ら
の
取
水
で
す
。
昭
和
製
年
以
来
使

用
し
て
い
る
ケ
ー
シ
ン
グ
が
劣
化
し
、

れ
ど

砂
礫
で
井
戸
が
埋
ま
っ
て
使
用
不
能

に
な
る
危
険
性
を
未
然
に
防
止
し
、

深
井
戸
水
源
を
保
全
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
新
た
な
企
業

侭
に
依
存
せ
ず
、
損
益
勘
定
留
保
資

金
を
充
当
し
、
給
水
原
価
に
影
響
を

及
ぼ
ざ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
漏
水
調
査
を
実
施
し
、
順

次
修
繕
工
率
を
行
い
ま
す
。
石
綿
セ

メ
ン
ト
管
の
布
設
替
え
と
同
時
に
進

め
、
有
収
率
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

第
４
配
水
場
建
設

新
木
、
布
佐
地
区
の
水
圧
不
足
の

設
備
）
を
整
備
し
ま
す
。

＊
児
童
の
増
加
に
伴
い
、
我
孫
子
第

三
小
学
校
に
６
教
室
を
増
築
し
ま
す
。

＊
布
佐
小
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
、

ト
イ
レ
改
造
工
事
な
ど
の
実
施
設
計

を
行
い
ま
す
。

＊
小
学
校
１
，
２
年
生
に
新
し
い
机

も
す

と
梼
子
を
配
置
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
根
戸
小
学
校
と
新
木

小
学
校
で
学
校
給
食
調
理
業
務
の
委

託
を
行
い
ま
す
。

②
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
の
充
実

＊
地
域
の
意
見
を
学
校
教
育
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
公
募
方
式
を
加
味
し

た
学
校
評
議
員
制
度
を
充
実
き
せ
、

地
域
に
開
か
れ
、
地
域
と
と
も
に
歩

－

－

Ⅱ‐≦1ヱニエx －

▲生涯学習の拠点“アビスタ”

①
新
た
な
文
化
・
芸
術
活
動
の
創
出

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
北
へ
帰
る

の
を
忘
れ
た
白
鳥
」
の
８
月
上
演
に

向
け
て
、
実
行
委
員
会
を
組
織
し
準

備
を
進
め
ま
す
。

②
生
活
文
化
・
郷
土
芸
能
の
発
掘
と

継
承

亀
』
琶
琴
一
二
一
垂
雪
一
幸
】
雪
や

解
消
や
将
来
の
直
結
給
水
、
災
害
時

対
策
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
第
４

配
水
場
建
設
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

、
し
か
し
、
喝
年
度
に
新
木
、
布
佐
平

和
台
間
の
配
水
管
ル
ー
プ
化
工
事
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
地
区
の

水
圧
不
足
が
解
消
さ
れ
た
た
め
、
多

額
の
投
資
を
要
す
る
第
４
配
水
場
建

む
学
校
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

＊
市
内
に
住
む
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
蹄
し
て
い
る
方
々
の
協
力
を
得

て
、
よ
り
豊
か
な
学
習
を
行
い
、
地

域
と
密
着
し
た
学
校
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

＊
地
域
の
特
性
を
よ
り
有
効
に
生
か

す
た
め
、
保
育
園
、
幼
稚
園
と
小
学

校
や
中
学
校
と
の
教
育
活
動
で
の
連

携
、
高
校
や
大
学
と
教
員
研
修
で
の

交
流
な
ど
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

③
青
少
年
の
健
全
育
成

＊
農
家
と
交
流
す
る
「
楽
し
く
働
く

体
験
教
室
」
や
親
子
自
然
体
験
学
習

「
子
ど
も
竹
炭
作
り
体
験
教
室
」
な

ど
を
行
い
、
さ
ら
に
、
子
ど
も
関
係

団
体
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

＊
有
害
看
板
の
撤
去
、
非
行
防
止
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

圃
瞬
嫉
鋸
〈
吋
澱
副
嶢
誕
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▲妻子原浄水場

＊
先
人
の
生
活
と
文
化
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
確
認
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

い

り
に
活
か
す
た
め
、
生
活
文
化
や
伝

統
の
保
護
、
民
族
文
化
財
関
係
施
設

の
充
実
と
展
示
物
の
整
備
を
進
め
ま

す
。＊

地
域
に
継
承
き
れ
て
い
る
郷
土
芸

能
な
ど
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

③
歴
史
的
・
文
化
的
遇
産
の
保
存
・

活
用

＊
明
治
初
期
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史

を
綴
っ
た
「
我
孫
子
市
史
・
近
現
代

篇
」
を
刊
行
し
ま
す
。

＊
杉
村
松
子
家
の
寅
料
を
個
々
に
調

査
し
、
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
や
Ｃ
Ｄ

ｌ
Ｒ
○
Ｍ
な
ど
に
保
存
し
ま
す
。

＊
文
化
財
情
報
の
提
供
の
一
環
と
し

て
、
考
古
遺
物
展
示
や
文
化
財
関
係

施
設
の
開
放
や
史
跡
等
の
案
内
設
備

の
整
備
を
進
め
、
平
成
哩
年
哩
月
に

開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
あ
び
こ

電
脳
考
古
博
物
館
」
の
内
容
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

＊
新
た
に
、
市
指
定
文
化
財
の
管
理

に
係
わ
る
補
助
制
度
を
設
け
ま
す
。

な
お
、
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
、
早
い
時
期
に
開
設
し
、
情

報
提
供
に
努
め
ま
す
。

エ
』
一
一
｝
二
｝
一
室
一
一
一
一
一
二
一
ｑ
』
｜
｜
垂
一
。
『
』

設
は
次
期
以
降
の
計
画
へ
送
り
ま
す
。

引
き
続
き
水
圧
測
定
を
継
続
し
、
建

設
の
具
体
的
時
期
を
見
極
め
ま
す
。

検
針
体
制

皿
年
、
月
か
ら
、
（
社
）
我
孫
子
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
検
針
業

務
を
委
託
し
ま
し
た
。
追
年
度
以
降
、

経
費
縮
減
の
効
果
が
現
れ
ま
す
。

童
金
運
用

ペ
イ
オ
フ
凍
結
解
除
延
期
に
伴
い
、

通
年
に
定
め
た
市
水
道
局
寅
金
運
用

リ
ス
ク
管
理
基
準
に
よ
る
連
用
を
休

止
し
、
決
済
性
預
金
恒
久
保
護
の
枠

内
で
保
管
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
運
用
し
て
い
る
資
金
は
、
漸

次
、
決
済
性
預
金
恒
久
保
護
の
枠
内

で
の
保
管
に
切
り
替
え
ま
す
。

ク

■
１
．
１
１
‐
１
１
．
１
１
１
１
１
’
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｏ
ｊ
Ｏ
側
ｄ
日
日
０
１
０
０

ー－－－－－－、

国
道
妬
号
「
千
葉
柏
道
路
」
の

Ｐ
Ｉ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ポ
ル
プ

メ
ン
ト
）
に
よ
る
計
画
づ
く
り
は
、

〃
協
議
会
で
の
話
し
合
い
参
と

今
住
民
と
協
談
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
活
動
″
を
基
本
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
く

千
葉
柏
道
路
協
議
会
は
平
成
週
年

７
月
に
発
足
し
、
現
在
、
国
道
妬

号
の
対
策
案
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

＊
第
８
回
協
議
会
の
内
容

１
月
幻
日
に
開
催
さ
れ
た
第
８

回
協
議
会
で
は
、
対
策
案
と
し
て

現
在
協
議
し
て
い
る
現
道
対
策
以

外
に
３
つ
の
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
が

提
案
き
れ
ま
し
た
。
３
案
は
野
田

市
か
ら
利
根
川
沿
い
を
通
り
、
①

根
戸
地
区
、
台
田
地
区
、
手
演
沼

西
端
を
抜
け
る
ル
ー
ト
（
建
設
省

が
公
表
し
た
検
討
素
案
）
、
②
県

道
船
橋
我
孫
子
線
沿
い
に
手
寅
大

橋
を
抜
け
る
ル
ー
ト
、
③
岡
発
戸
・

都
部
の
谷
津
を
抜
け
、
手
賀
沼
を

避
け
る
ル
ー
ト
で
す
。
い
ず
れ
の

ル
ー
ト
も
市
と
し
て
望
ま
し
い
ル

ー
ト
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
３
案

以
外
の
幅
広
い
案
と
詳
細
な
検
討

蜜
料
の
提
出
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
市
は
、
住
民
と
協
議
会

が
意
見
を
交
換
す
る
具
体
的
な
方 ～協議会の傍聴にご応募を～

掴
澗

固
法
と
重
要
な
段
階
で
の
住
民
説
明

会
の
開
催
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
Ｐ
Ｉ
の
進
め
方
に
つ
い
て

住
民
と
の
情
報
の
共
有
、
合
意
形

成
が
不
十
分
な
こ
と
か
ら
提
案
し

た
も
の
で
、
第
９
回
協
議
会
の
議

題
の
一
つ
で
す
。

＊
多
く
の
方
の
傍
聴
を

今
後
、
協
議
会
で
は
現
道
対
策

案
、
バ
イ
パ
ス
案
の
詳
細
な
比

較
・
評
価
を
行
う
予
定
で
す
が
、

「
千
葉
柏
道
路
」
の
計
画
づ
く
り

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
関
心
を

持
ち
、
意
見
・
提
案
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
協
議
会
を

傍
聴
し
、
協
議
の
過
程
を
知
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
第
９
回
協
議
会

か
ら
傍
聴
で
き
る
人
数
が
釦
人
に

増
え
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
傍
聴

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
会
議
資
料
、
議
事
要
旨

等
は
行
政
情
報
賓
料
室
で
閲
覧
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
第
９
回
千
葉
柏
道
路
協
謝
会

日
時
３
月
認
日
（
金
）
午
後
６
時

か
ら
８
時

場
所
沼
南
町
中
央
公
民
館
（
沼

南
町
大
島
田
４
４
０
の
１
）

議
題
協
議
会
の
今
後
の
進
め
方
、

対
策
案
の
評
価
手
法
、
対
策
案

（
バ
イ
パ
ス
案
）
の
比
較
・
評
価

（
事
務
局
案
）

対
象
・
定
員
野
田
市
・
柏
市
・

我
孫
子
市
・
沼
南
町
に
在
住
の
加

歳
以
上
の
方
、
釦
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み
所
定
の
ハ
ガ
キ
（
市

役
所
都
市
計
画
課
〈
東
別
館
１

階
〉
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
３
月
嘔
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
国
土
交
通
省
千
葉
国
道
工

9

、

_－－－ノ

ー



－－

、
’
１
１
ロ
ュ
－
１
１
９
１
０
『
４

(4)お ず こ第1089号 2003.3.16
－

ご
存
じ
で
す
か
？
。

◎
対
象
は
汚
歳
以
上
の
方

昨
年
、
月
か
ら
、
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
汚
歳
以
上
（
一
定
の
障

害
の
あ
る
方
は
龍
歳
以
上
）
の
方
が

対
象
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
す
で
に
老
人
医
療
の
受

給
者
に
な
っ
て
い
る
方
（
昭
和
７
年

９
月
釦
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）
は
そ

の
ま
ま
老
人
医
療
の
受
給
者
と
な
り

ま
す
。

※
昭
和
７
年
、
月
１
日
以
降
生
ま
れ

の
方
は
、
沁
歳
か
ら
私
歳
ま
で
加

入
す
る
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
と

な
り
、
老
人
医
療
と
同
様
の
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
老
人
医
療
の
受
給
者
に
な
る
と

’
１

l

l
l

１
１
１

【

１
ｊ
、
口
、
ｌ
Ⅱ
川
Ⅲ
Ⅱ
１
Ｍ
Ⅱ
Ⅱ
斗
問
０
１
川
凶
Ⅱ
臥
記
Ｗ
Ｆ
■
■
負
ら
Ｔ
Ｂ
９
６
曲
る
９
，
師
■
Ｂ
Ｔ
且
旧
Ⅱ
叩
蛆
、
１
Ⅲ
川
Ｍ
咽
Ⅲ
叩
巳
団
匪
Ⅲ
■
号
■
且
Ｂ
Ｂ
ｇ
号
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｊ
Ⅲ
ｌ
Ⅲ
Ⅲ
８
１
１
４
川
Ｉ
ｑ
４
Ｑ
且
Ｂ
Ｅ
州
咽
川
Ⅷ
門
１
Ⅲ
用
叩
ｆ
Ｉ
’
１
も
。
■
！
』
１
ｆ
Ⅳ
町
到
Ⅱ
Ⅲ
川
Ⅲ
Ⅱ
川
川
皿
Ⅶ
Ⅲ
川
叩
Ⅱ
１
叫
刎

’
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
■
Ｂ
Ｕ
Ｏ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

市
か
ら
一
部
負
担
金
の
割
合
（
１

割
ま
た
は
２
割
）
が
記
載
ざ
れ
た
「
老

人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
」
（
白
色
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
昭
和
７
年
、
月
１
日
以
降
生
ま
れ

の
方
は
、
和
歳
か
ら
惣
歳
ま
で
加

入
す
る
健
康
保
険
か
ら
「
窩
齢
受
給

者
証
」
が
交
付
き
れ
ま
す
。

◎
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き

「
健
康
保
険
証
」
「
老
人
医
療
受
給

者
証
」
「
健
康
手
帳
」
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

治
療
な
ど
に
か
か
っ
た
費
用
の
１

割
二
・
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
は

２
割
）
を
支
払
い
ま
す
。

①住宅改善計画の有無

「さしあたり考えていない」が6割弱、

体的ではないが考えている」は3割超

雛宅改善計画の内容

「家を購入する（マンションを含む)」と「家

を新築する」が55％を占める

I

ｌ
ｌ

ｐ
ｐ
六ｒ

老
人
医
療
制
度

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
６
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
１
１
１
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
１
０
０
ｌ
０
１
１
１
０
６
０
ｌ
Ｉ
’
０
１
１
１
１
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
１
Ｉ
Ｉ
８
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

Q.あなたは｢家を

建てる．買う借

りる」「家を直す」
「家を建てるため

の土地を買う」な

ど住宅改善のため

の計画をお持ちで

すか｡（1つを選択）

Q②にお答えの方にお伺いします｡計画して
いるのはどれですが。（1つを選択）

外
来
は
、
月
額
の
上
限
が
な
く
な

っ
た
た
め
、
か
か
っ
た
費
用
に
応
じ

て
支
払
い
ま
す
が
、
一
定
額
以
上
を

支
払
っ
た
場
合
は
、
あ
と
か
ら
高
額

医
療
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

入
院
は
、
保
険
適
用
の
治
療
費
は

月
額
の
上
限
ま
で
の
支
払
い
と
な
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
食
事
代
の
一
部

を
支
払
い
ま
す
〈
表
１
）
。

※
保
険
適
用
外
の
も
の
（
室
料
の
差

額
や
お
む
つ
代
な
ど
）
は
、
別
に
実

喪
の
支
払
い
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◎
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
と
は

①
各
種
控
除
後
の
市
民
税
課
税
所
得

が
１
２
４
万
円
以
上
の
老
人
医
療
受

給
者
②
各
種
控
除
後
の
市
民
税
課

－－]家罐て替える14.4％
|雄購入する(ﾏﾝｼｮﾝを錨）

46.3％．説借りる(ﾏﾝｼｮﾝを含む)7.0％
]家を譲り受けるまたI洞居する2.7％
］家を建てるためにさし当たり土雌鵬入する4.0%
．雛新築する8.7％
今の加敷地(借地)を買い取る0.0％

司増鰊をｲﾃう13.1％

]無回答3.7％
QロロロI

8

②住宅改善計画の目的

「子どもの成長のため」と「現在住んでいる

住宅の広さに問題があるため」が圧倒的
I

01020304050
税
所
得
が
１
２
４
万
円
以
上
の
加
歳

以
上
の
方
（
妬
歳
以
上
の
老
人
医
療

受
給
者
も
含
む
）
と
同
じ
世
帯
の
老

人
医
療
受
給
者

※
た
だ
し
、
老
人
医
療
受
給
者
と
沁

歳
以
上
の
方
の
収
入
の
合
計
が
次
の

額
に
満
た
な
い
場
合
は
、
届
け
出
に

よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
世
帯
に
沁
歳
以
上
と
老
人
医
療
受

給
者
が
２
人
以
上
い
る
場
合
。
：
６
３

７
万
円
◎
世
帯
に
老
人
医
療
受
給

者
が
１
人
の
場
合
：
４
５
０
万
円

◎
低
所
得
の
方
は
負
担
を
軽
減

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
場

合
は
、
申
請
す
る
と
入
院
時
の
限
度

額
と
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

外
来
で
も
、
高
額
医
療
費
を
計
算

す
る
際
の
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

介
護
支
援
課
へ
申
請
し
て
く
だ
き
い
。

◎
高
額
医
療
費
と
は

１
カ
月
に
一
定
以
上
の
支
払
い
が

’
Q①で｢具体的な計画がある」｢具体的ではな
いが考えている」とお答えの方にお伺いします。

その計画の目的はどれですか。（2つを選択）’
⑤住宅改善計画の実現場所

市内で考えているが49%､市外は47％

Q④で｢家を建
て替える｣から｢家

を新築する」とお

答えの方にお伺い

します。計画され

ているのは市内で

すか市外ですか。

(1つを選択）

]雛などによる世帯慨や蝋”ため2.0％
二コ職同居するため9.7％

l雛0饒砿さ|澗罰緬鋤37.2％

一難0住宅の識‘内勤に漉伽る鋤18.1％
１
１
１
１
Ｆ
０
０
卜
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
■
■
Ｉ
■
■
ｌ
■
■
■
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｌ

Ⅱ
Ｊ
９
１
１
．
１
‐
ｌ
Ⅱ
ｊ
４
１
日
Ｉ

司現在の住宅がいたんでいるため148％
．現在のローン･家賃等の住居費負担幟きいため6.0%

言鰯繍灘測鯛潮灘こんなときには届け出を
こんなときいつまでに必要なもの

転入したとき'4日以内に:鱸保険証
転出するとき転出するとき

転居したとき・老人医綴儲証

死亡したとき14日以内に
健康保険が．新しい健康保険証
変わったとき・老人医療受儲証

・健康保険証
65歳以上で・障害の程度が
寝たきりなど わかるもの

－定以上のなるべく早く（鮴跨者手帳
障害になった 国民年金渡、
とき 診断書鮪手

帳など）

※代理の方が届け出する場合は、ご本人(老人
医療受給者)の印鑑をご用意ください。

あ
っ
た
場
合
、
限
度
額
（
表
乙
を

超
え
た
分
を
払
い
戻
す
制
度
で
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
市
か
ら
診
療

月
の
約
３
カ
月
後
に
通
知
し
ま
す
。

◎
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害

を
受
け
た
場
合
に
も
、
老
人
医
療
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

|子どもの成長のため45.6％

二二．自分の老後の”11.7％
｡立ち退き動･鋤轆珈のため3.0%
二コその他8.4%･無回答1‘0％

00OIO

⑥住宅改善を「さしあたり考えていない理由」

「現在の住いに満足している｣が最も多く（4

割)、「何とかしたいが資金がなくあきらめて

いる」などの経済的理由は3割

１
１
１
，
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ⅲ
１
１

|01020304050

③住宅改善計画の実現時期

ここ5年のうちに実現したいと考えている

人がほぼ5割、時期はわからないが3割

砲

Q.0で｢さしあたり考えていない｣とお答えの方に

お伺いします｡その理由はどれですか｡（1つを選択）

介
護
支
援
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

、
高
齢
者
療
養
見
舞
金
制
度

老
人
医
療
で
継
続
し
て
２
カ
月
以

上
医
療
機
関
に
入
院
し
た
方
に
、
１

年
に
１
回
を
限
度
に
１
万
円
の
見
舞

金
が
支
給
き
れ
ま
す
。
介
護
支
援
課

へ
申
請
し
て
く
だ
き
い
。

圖
介
護
支
援
課
・
内
線
４
１
４

Q.②にお答えの

方にお伺いしま

す。その計画の実

現はいつごろを

考えていますか。

（1つを選択）

0

|’
▼表1－部負担金 〆 、

1カ月の
入院時一部負担金(限

1日あたりの

食事代
区 分

土地と家屋の価格などの縦覧帳簿を縦覧します栗訓騨層度額）
一定以上の所得がある方
(2割負担の方） ％まで 780円

一般の方 40,200円まで
の方､納税者の代理人(代理人の場合は‘委

任状が必要）

※｢土地価格等縦覧帳簿」は土地の納税者

｢家屋価格等縦覧帳簿」は家屋の納税者が縦

覧できる帳簿です。

※本人確認できるもの（免許証､納税通知

書など)を持参してください。

※固定資産税の課税内容は、4月1日発送

予定の納税通知書に綴り込みの｢課税資産の

内訳害｣をご覧ください。

※平成15年度は､評価替えの年となります。

場所｡圃課税課税政係･内線338

縦覧制度の見直しにより、納税者の皆さん

が他の土地や家屋の価格と比戦して、自己の

土地や家屋の評価が適正かどうかを判断して

いただくため､新たに整備した｢土地価格等
縦覧帳簿」と「家屋価格等糊覧帳簿｣の縦貫
を行います。

期間4月1日(災)から30日(水)午前8時
30分から午授5時(土日曜日､祝日を除く）
対象平成15年1月1日現在で土地家屋
などの固定資産を所有し$平成15年度の固
定資産税の納税者(免税点未満や非課税の土
地家屋の所有者を除く）納税者と同一世帯

世帯全員が市民税非課税の方 650円
(500円）

24,600円まで｜（入院が90日を超えた場合）
|世帯全員が市民税非課税で

凹巴」15,000円まで所得が一定基準以下の方

▼表2高額医療費
｡

外来個人ごと）分 世帯限度額区

72,300円十
(医療費-361,500円)x1%まで

※4回目からは40,200円

一定以上の所得がある方
など（2割負担の方）

40,200円
ダ

癩砺ﾅ型Q旦巴
40,200円

24,600円

’8,000円世帯全員が市民税非課税で
所得が一定基準以下の方

15,000円
ノ
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告会プ報手
賀
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
（
植
生
浄
化

施
設
）
の
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

手
賀
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
ヨ
シ
な

ど
の
水
生
植
物
を
利
用
し
て
手
賀
沼

ア
ビ
ス
タ
で
は
、
個
人
で
学
習
や

読
醤
を
す
る
方
の
た
め
に
、
学
習
室

を
個
人
学
習
室
と
し
て
開
放
し
て
い

ま
す
。 ご

剥
扇
く
麓
奮
い

ア
ビ
ス
タ
の
個
人
学
習
室
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

■
ｌ
環陶

圃

■
‐
Ｌ
１
１
１
１
１

I

講演と
｜

舌動報告など

基調

年間の〉

1

の
水
を
浄
化
す
る
施
設
で
、
岡
発
戸

新
田
の
手
賀
沼
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

た

設
置
し
て
４
年
が
経
ち
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
物
も
復
活
し
て
き
ま
し
た
。

基
調
講
演
の
ほ
か
、
ビ
オ
ト
ー
プ

の
手
づ
く
り
ゾ
ー
ン
に
参
加
し
た
、

市
民
の
皆
ざ
ん
の
活
動
や
管
理
・
観

察
な
ど
の
報
告
を
行
い
ま
す
。

日
時
３
月
調
日
（
土
）
午
後
１
時
釦

分
か
ら
４
時
（
参
加
無
料
）

場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
「
水
の
館
」

内
容
基
調
講
減
「
カ
エ
ル
の
き
も

ち
を
科
学
す
る
」
講
師
。
：
長
谷
川

雅
美
さ
ん
（
東
邦
大
学
理
学
部
助
教

授
）
、
ビ
オ
ト
ー
プ
内
の
管
理
・
観

察
の
報
告
、
手
作
り
ゾ
ー
ン
参
加
団

体
の
活
動
報
告
（
５
団
体
）

定
員
先
着
１
０
０
人
程
度

申
し
込
み
・
圖
電
話
、
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
３
月
勿
日
ま
で

に
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６
２
恥
７
１

８
６
１
５
２
２
２
へ

ま
た
、
休
憩
や
打
ち
合
わ
せ
を
す

る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

（
利
用
は
い
ず
れ
も
無
料
）

な
お
、
図
書
館
の
資
料
を
閲
覧
す

■

’ 砺
歳
以
上
の
高
齢
者
の
交
通
死
亡

事
故
が
、
市
内
で
急
増
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
内
の
昨
年
中
の
交
通
事
故

に
よ
る
死
亡
者
数
は
３
７
９
人
で
、

北
海
道
、
愛
知
県
に
続
い
て
ワ
ー
ス

ト
３
位
と
な
り
ま
し
た
。
死
亡
者
の

う
ち
の
１
１
４
人
は
高
齢
者
で
、
全

死
亡
事
故
の
釦
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

我
孫
子
市
で
は
、
平
成
喝
年
２
月

か
ら
４
７
０
日
間
「
死
亡
事
故
ゼ
巳

の
記
録
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
５
月
下
旬
か
ら
今
年
２
月
末
ま
で

の
間
に
６
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
、

そ
の
う
ち
の
５
人
が
高
齢
者
と
い
う

非
常
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
歩
行
中
や
自
転
車
・
バ

イ
ク
に
乗
車
し
て
の
道
路
横
断
中
の

事
故
で
、
昼
間
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

高
齢
港
の
交
通
死
亡
事
故
が
急
増
！

安
全
確
認
と
安
全
運
転
で
「
死
亡
事
故
ゼ
ロ
」
へ

る
と
き
は
、
図
雪
館
内
の
席
を
ご
利

用
く
だ
き
い
・

圖
ア
ビ
ス
タ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
壷
７
１
８
２
１
０
５
１
５

場所｡日時①ぷらっと（喫茶スペース）‐

月曜日と第2災曜日午前9時から午後9時、

その他の開館日午後5時から午後9時②2

階ｵー プﾝスペース"午前9時から午後9時

f

1

車
は
想
像
以
上
に
速
い
速
度
で
近

づ
い
て
き
ま
す
。
道
路
を
横
断
す
る

と
き
は
、
左
右
の
安
全
を
十
分
確
認

し
て
、
横
断
歩
道
や
歩
道
橋
な
ど
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
車
な
ど
を
運
転
す
る
方
は
、

一
層
の
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

固
交
通
整
備
課
・
内
線
３
３
０

平
成
巧
年
度
か
ら
、
「
市
民
活
動

災
害
補
償
制
度
」
の
手
続
き
が
一
部

変
わ
り
、
事
前
に
団
体
会
員
名
簿
（
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
）
の

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

下
表
を
参
照
の
う
え
、
３
月
謡
日

（
必
藩
）
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

市民活動災害補償制度

3月2S日までに

団体会員名簿の提出を
道路の横断は左右の安全を確認して

※
名
簿
の
様
式
は
任
意
で
す
。

※
担
当
課
が
不
明
の
場
合
は
、
市
民

活
動
支
援
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
送
先
◎
市
役
所
〒
２
７
０
１

１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
◎
教

育
委
員
会
（
指
導
課
、
社
会
教
育
課
、

文
化
課
、
市
史
編
ざ
ん
室
、
体
育
課
）

．
：
〒
２
７
０
１
１
１
６
６
我
孫
子
１

６
８
４
．
保
健
セ
ン
タ
Ｉ
〒
２

７
０
１
１
１
３
２
湖
北
台
１
の
哩
の

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
「
第
４
期
あ

び
こ
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
」
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

「
あ
び
こ
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、

初
心
者
を
対
象
に
し
た
パ
ソ
コ
ン
教

室
で
受
講
料
入
金
後
６
カ
月
間
は
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
付
き
の
パ
ソ
コ
ン
開

放
時
間
を
優
先
利
用
で
き
ま
す
。
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
は
不
可
）

場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼市民活動分類と名簿提出先 第4期

お鮠|震縄茄|”ジ

受講者を募集 を

焔
◎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
・
〒
２

７
０
‐
１
１
２
１
中
峠
２
２
６
４

．
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、

図
瞥
館
：
〒
２
７
Ｏ
ｌ
１
１
４
７
若

松
妬
の
４
．
鳥
の
博
物
館
〒
２
７

０
１
１
１
４
５
高
野
山
２
３
４
の
３

※
市
役
所
と
教
育
委
員
会
は
、
担
当

課
名
を
明
記
し
て
く
だ
き
い
。

固
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
４
８

９ 内
容
左
表
参
照

受
付
時
間
第
２
．
３
木
曜
日
を
除

く
毎
日
午
前
、
時
か
ら
午
後
７
時

固
市
民
プ
ラ
ザ
垂
７
１
８
３
１
２

１
１
１

軍完薮1~蔓講料｜対象｜備考講座名 ツ

再受講券1回分
が別につきます

初心者の方パソコン入門 3,500円3

再受講券1回分
が別につきます

文字入力のできる方8,000円WORD2002 5

再受講券1回分
が別につきます

文字入力のできる方8,000円EXCEL2002 5
‐
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

5,500円l文字入力のできる方
2,500円|文字入力のできる方

|インターネット

|文書管理

４
’
２※担当課が複数にわたる場合は、主たる担

当課へ名簿を1部提出してください。 1単元は90分です。※テキスト代、通信代を含みます。

－ 一

‐科学技術週間記念■

東葛テクノプラザ
一般公開’

〆

鰯善意をありがとうございます
次の皆さんから、温かい善意が寄せられました。

ご厚意は、趣旨に沿って大切に使わせていただきます。

につぼんの心を歌う会様千葉県理容組合我孫子支部様、
(有)美容室ﾐｷﾉ様､江藤勇様東葛ﾘｻｲｸﾙ倶楽部様

遠藤泰雄様､我孫子郵便局職員一同様､田口充様千葉県

旅行業協会東葛地区様NEC我孫子事業場様､我孫子大

子会湖北支部様古利根の自然を守る会様鈴木謙様‘吉

田一郎様山口喜美子様､我孫子市ｽボー ﾂ少年団様､赤

松廣.和子様あらき野寿々 芽会様東日本ガｽ(株)様

濫緯頁様､そよ風ダﾝｽｻー ｸﾙ様NTT東日本東葛営

業支店桟湖北台西小学校PTA様北口商友会女性部様

空手道実武道会館様芝F派行会様我孫子耐上部地域文

化祭実行委員会様（社)我孫子ゴﾙﾌ倶楽部様（社)我孫

子青年会議所様ボーイスカウト我孫子第二団様､ボーイ

スカウト我孫子第一団様$松戸友の会我孫子地区様､我孫

子市民クリスマス実行委員会様､歳末福祉フェスティバル

参加者一同様（有)小111商匡おかめ本店様‘梶島邦江様

我孫子ﾗｲｵﾝズｸﾗブ様‘商栄会様､湖北台1丁目自治

会13班様我孫子市老人ｸﾗブ連合会様湖北中報3

年4組様､胄雨会様、お誕生日ありがとうの会様､1崎友
之助様我孫子三田会様成岡武様佐藤克彦様
(受け付け順｡3月5日受け付け分まで）

日時4月14日(月)から18日(金)午前10時か
ら午後4時(午前10時｡11時午後1時2時．
3時の5回）

場所東葛テクノプラザ(柏市柏の葉5の4の6）
内容施設内を職員が案内（1時間程度）
参加費無料

申し込み不要(当日直接会場へ）

※団体での参加は事前に申し込みを。

間東葛テク／プラザ事業推進グループa7133-
0139MI7133-0162

『

ゾ

ノ

場所°定員第1学習室､先着54人（3月

16日は第4学習室､先着24人）

日時①夏期･･･7月19日から8月31日､冬

期…12月20日から1月12日春期…3月

21日から4月6日､いずれも午前9時から午

後9時②±･日曜日、祝日…午前9時から

午後9時③平日（4月7日から）…午後3

時から午後9時

※休館日とイベント開催日を除きます。

市民活動分類

社会福祉活動

環樹瀞

社会清掃活動

男女共同参画活動

スポーツ活動

自

生涯学習(社会教
育・文化･市史。
青少年育成活動）

景観･風景活動
公園緑地保全活動

学校ボランティア

3会活動

名簿提出先(担当課）

福祉総合相談室生活支
援課介護支援課子育
て支援課保健センター
手賀沼課鳥の博物館

クリーンセンター

男女共同参画担当

体胄

市目

社会教育課､文化課、
市史編さん室、生涯学
習センター、公民館、
図書館

都1

公園緑地課

指導課

計画課

R(市民体育館内）

勧支援課



－

H

(6)おび 一
》

日
。
所
３
月
四
旦
水
）
～
型
日
（
月
）

ア
ビ
ス
タ
ス
ト
リ
ー
ト
（
入
場
無
料
）

内
ふ
れ
あ
い
弁
当
に
添
え
る
カ
ー

ド
鴫
年
間
の
歩
み
を
展
示

問
吉
田
壷
７
１
８
４
１
７
６
２
７

宮
部
小
牧

ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

曰
・
所
３
月
記
日
（
金
）
四
時
釦
分

開
演
、
ノ
バ
ホ
ー
ル
（
つ
く
ば
市
）

出
宮
部
小
牧
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
、

宇
佐
見
ざ
や
か
き
ん
（
フ
ル
ー
ト
）
、

デ
イ
ー
タ
ー
・
パ
イ
ヤ
ー
ざ
ん
（
ピ

ア
ノ
）

ロ
言
蚕
２
０
０
０
円
（
学
生
１
０
０
０

朗
巴
筌
席
自
由
、
託
児
あ
り
〉

字
間
電
零
慧
言
２
９
８

０１第
‐
副
‐
５
２
６
３

日
…
日
時
、
所
…
場
所
、
内
：
。

■
■
■
１
１
－
■
■
ｄ
ｇ
ｊ
凹
馴
馴
邨
・
凸
切
“
■
■
■
０
１
‐
１
１
１
抑
山
切
伽
一
、
馴
引
叫
即
印
Ⅷ
川
１
，
０
皿
郡
師
叩
馴
帥
馴
町
刈
Ⅲ
Ⅷ
叩
‐
１
１
１
１
冊
Ｉ
川
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｄ
ｂ
１
０
１
叩
Ⅱ
Ⅱ
咄
Ⅱ
仙
叩
叩
’
９
１
１
１
，
１
１
‐

2003．3．16

日
３
月
型
日
（
土
）
、
時
～
妬
時

（
雨
天
時
は
巽
日
に
延
期
）

所
天
王
台
西
公
園
（
入
場
無
料
）

内
イ
ベ
ン
ト
：
空
手
演
舞
（
実
武

宴
壼
、
駿
姦
、
江
一
塁
か

つ
ぽ
れ
会
、
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
隊
（
あ

す
か
組
）
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
（
蛍

品
盛
り
だ
く
ざ
ん
）
、
ジ
ヤ
ン
ケ
ン
大

会
ほ
か
子
ど
も
遊
び
特
設
コ
ー
ナ

ー
：
・
輪
投
げ
、
ペ
タ
ン
ク
、
風
船
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
ほ
か

問
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
秋

田
壷
７
１
８
２
１
９
３
６
４

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
：
．
我
孫
子
市
我
孫
子
１
Ｓ
Ｓ
Ｓ
金
ア
ー
８
５
１
１
１
１
１

筆
一
回
天
王
台
地
区
市
民
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
弁
当
力
ｉ
ド
展

で
か
け
て

み
ま
せ
ん
か

I

1

１
１
ｌ

．
Ⅱ
■
１
４
６
１
Ⅱ
・
Ｏ
Ｌ
Ｆ
▼
“
４
‐
●
０
１
１
．
０
も
り
Ⅱ
６
１
■
■
１
０
８
８
９
Ⅱ
１
日
Ｉ
“
１
Ⅱ
■
Ⅱ
■
Ⅱ
■
Ⅱ
０
口
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
’
ロ
Ⅱ
０
１
Ⅱ
■
ｐ
ｑ
Ｏ
■
Ｉ
Ⅱ
ｆ
ｌ
Ｊ
■
１
１
‐
Ｐ
ｌ
ｕ
Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
ご
Ｏ
ｒ
Ｂ
Ⅱ
４
０
０
０
Ⅱ
■
Ｉ
０
Ｉ
４
ｄ
ｌ
■
■
ロ
０
０
Ⅱ
■
Ⅱ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

I

日
３
月
加
日
（
木
）
四
時
開
演
※
正
会
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を

所
ア
ミ
ユ
ゼ
柏
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

陸
蕊
鑪
塗
喬
藷
蕊
慧
謬

マ
ン
）
、
プ
ラ
ハ
の
思
い
出
、
リ
ゴ
日
・
所
３
月
知
日
（
日
）
９
時
加
分

レ
ッ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（
ド
ッ
プ
ラ
布
佐
駅
改
札
口
集
合
、
廻
時
釦
分
解

－
）
散
予
定
（
小
雨
実
施
）

費
２
０
０
０
円
（
中
高
校
生
１
５
内
済
民
碑
、
干
拓
の
道
、
稲
荷
社
、

０
０
円
、
小
学
生
以
下
１
０
０
０
円
）
井
上
邸
な
ど
を
訪
ね
る

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
な
ど
詳
し
く
は
、
賛
５
０
０
円

毒
屠
坤
壷
０
４
７
１
３
４
６
１
７
１
申
・
問
電
話
で
３
月
”
日
ま
で
に

９
９

越
岡
壷
７
１
８
４
１
２
０
４
７

内
容
、
種
：
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
、
対
…
対
象
・
定
員
、
持
…
持
参
、

蘂
ｓ
回
若
松
わ
く
わ
く
フ
エ
ユ
テ
イ
バ
ル

曰
・
所
３
月
調
日
（
土
）
、
時
～
妬

時
、
ア
ビ
ス
タ
（
入
場
無
料
）

内
展
示
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

間
梅
津
垂
７
１
８
３
１
２
０
１
４

市
民
文
化
講
座
謡
曲
（
宝
生
流
）
の

講
座
生
に
よ
る
講
座
終
了
記
念
棄
謡
今

日
３
月
詔
日
（
日
）
娼
時
開
極

所
根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー

曲
目
鶴
地
、
加
茂
、
羽
衣
、
胡
蝶

作
鍛
呼
通
蝿

問
小
林
壷
７
１
８
５
１
２
２
３
０

日
・
所
３
月
知
日
（
日
）
型
時
開
演
、

沼
南
町
中
央
公
民
館

出
懸
套

費
１
３
０
０
円
（
中
高
校
生
・
障

害
の
あ
る
方
・
釦
歳
以
上
の
方
１
０

０
０
円
、
小
学
生
５
０
０
円
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
・
問
わ
か
た
け

社
会
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
９
２
１
０
３

２
４ わ

か
た
け
社
会
セ
ン
タ
ー

改
築
聿
憲
コ
ン
サ
ー
ト

春
の
夜
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

日
４
月
四
日
～
８
月
９
日
の
土
曜

日
、
時
～
嘔
時
釦
分
（
全
８
回
）

所
湖
北
地
区
公
民
館

対
訓
人
（
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
）

費
７
０
０
０
円
（
全
８
回
分
の
材

料
費
含
む
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
ふ
れ
あ
い
陶

芸
講
座
」
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
返
信
用
あ
て
先
を
明
記

し
、
３
月
謁
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
〒
２
７
０
１
１
１
６
５
並
木
７
の

８
の
狸
小
林
達
郎

問
小
林
垂
７
１
４
９
１
０
５
７
４

馬
と
お
波
だ
ち
に
な
る
会
＆

よ
も
ぎ
餅
講
習
会

日
３
月
釦
日
（
日
）
嘔
時
釦
分
～
妬

時
（
雨
天
時
は
４
月
６
日
に
延
期
）

く
ら
》
錘

所
仲
馬
倶
楽
部
（
江
蔵
地
）

内
馬
と
ふ
れ
あ
い
、
手
づ
く
り
の

よ
も
ぎ
餅
と
野
点
を
楽
し
む

対
先
着
帥
人

持
軍
手
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
長

靴
ま
た
は
運
動
靴

○
開
講
記
念
講
演
会
。
、
』
、
こ

日
所
４
月
哩
日
（
土
）
狸
時
～
胆
》
誌
交
騨
謹
灘
俳
鋤
繊
鯛
剛
鯏
岬
洲
蝋
伽
測

費
５
０
０
円
（
小
中
学
生
１
０
０
ス
タ
（
参
加
無
料
）

円
、
小
学
生
未
満
無
料
）
対
先
着
加
入

申
・
問
電
話
で
３
月
加
日
ま
で
に
申
。
問
電
話
か
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
時
、
中
央
学
院
大
学
（
参
加
無
料
）
１
５
３
３
７
１
７
９
１
１

階
紬
鎭
葡

報
謝
播
幡
．
乢
捌
艫
鯵
肥

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
我
孫
子
乗
馬
会
・
池
本
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
テ
ー
マ
わ
た
し
の
子
育
て
奮
戦
記
ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子
は
多
者
必

み
者
加
く

壷
Ｏ
９
Ｏ
ｌ
４
４
１
３
Ｉ
１
９
５
Ｏ
〒
２
７
０
１
１
１
４
２
泉
記
の
２
沼
講
師
森
尾
由
美
さ
ん
安
埋
シ
ョ
ー
ト
一
Ｚ
三
教
室

対
先
着
４
０
０
人
、
ノ
２

藷
溌

※
正
会
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
辺
壷
７
１
８
３
１
１
４
０
８

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

第
釦
回
我
孫
子
市
民
○
開
設
誕
篝
凄
云

日
・
所
３
月
知
日
（
且
９
時
加
分
付
け
、
市
民
体
育
館
テ
ー
マ
苦
し
い
子
育
て
楽
し
い
ン
タ
ー
（
柏
市
花
野
井
）

布
佐
駅
改
札
口
集
合
、
廻
時
釦
分
解
種
団
体
戦
（
３
ダ
ブ
ル
ろ
子
育
て

散
予
定
（
小
雨
実
施
）

内
済
民
碑
、
干
拓
の
道
、
稲
荷
社
、
－
グ
戦
後
に
順
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
イ
ス
ト
・
主
婦
）
午
前
・
午
後
、
先
着
各
釦
組

井
上
邸
な
ど
を
訪
ね
る

行
い
ま
す
。

対
先
着
２
０
０
人

賛
５
０
０
円

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
連
申
。
問
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
か
は
２
人
目
か
ら
１
人
２
０
０
円
）

申
・
問
電
話
で
３
月
”
日
ま
で
に
盟
会
員
の
方
Ｅ
メ
ー
ル
で
「
希
望
の
護
会
名
」
、
申
・
問
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
琴
我
踊
尉
鰍
刈
鳩
胸
献
蝦
雛
柵
賂

越
岡
査
７
１
８
４
１
２
０
４
７

※
１
チ
ー
ム
３
～
４
人
、
男
女
は
問
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
希
１
３
４
１
３
０
３
０

者
、
対
：
対
象
・
定
員
、
持
…
持
参
、
筆
・
蜜
用
、
申
…
申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
）
、
問
・
問
い
合
わ
せ
主
・
主
催
・
共
催

？

』
グ

ロ
鴎
。
二
Ｉ
Ｄ
巳
口
口
‐
，
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
‐
‐
‐
‐
ｌ
‐
１
１
１
１
‐
Ｊ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
‘
’
●
９
‐
‐
ｉ
１
１
１
，
１
‐
．
’
‐
‐
ｉ
ｒ
’
１
’
１
川
１
‐
１
１
Ｍ
Ⅲ
‐
Ⅱ
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
ｌ
１
１
１
ｏ
ｐ
０
ｏ
８
Ｉ
。
ｌ

泡

ｆ

ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
１
１
‐
ｊ
・
’
１
Ⅲ
「
‐
‐
ｇ
ａ
Ｉ
０
１
Ｉ
１
１
ｉ
ｍ
ｊ
ｉ
Ｉ
Ⅱ
‐
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
馴
馴
Ⅷ
訓
卯
１
画
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
，
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
旧
旧
旧
■
旧
画
■
■
■
■
■
。

ふ
れ
あ
い
陶
芸
講
座

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

日
・
所
毎
月
第
１
火
曜
日
超
時
～

巧
時
釦
分
、
ア
ビ
ス
タ

内
近
代
文
学
と
詩
を
学
ぶ

講
師
早
川
雅
之
さ
ん
（
元
・
中
央

学
院
大
学
教
授
、
文
芸
評
論
家
）

費
月
額
８
０
０
円

申
・
問
電
話
で
武
見
壷
７
１
８
２

１
２
６
０
５

日
・
所
３
月
幻
日
（
祝
）
塑
日
（
土
）

い
ず
れ
も
９
時
釦
分
～
ｎ
時
、
ア
ビ

日
・
所
３
月
霊
日
（
日
）
、
配
日
（
水
）

い
ず
れ
も
９
時
釦
分
我
孫
子
駅
南
口

集
合
、
哩
時
釦
分
解
散
予
定
（
小
雨

実
施
）

内
旧
武
者
小
路
邸
、
旧
志
賀
邸
、

三
樹
荘
、
村
川
別
荘
、
白
樺
文
学
館

な
ど
を
訪
ね
る
（
解
説
あ
り
）

※
白
樺
文
学
館
で
は
、
学
芸
員
の
解

説
と
「
柳
兼
子
」
ざ
ん
の
秘
蔵
Ｃ
Ｄ

の
鑑
蛍
会
が
あ
り
ま
す
。

費
各
日
５
０
０
円

申
・
問
電
話
で
越
岡
垂
７
１
８
４

１
２
０
４
７

小
学
生
な
ぎ
な
た
教
室

我
孫
子
文
学
散
歩
と

白
樺
文
学
館
を
訪
ね
る

近
代
文
学
講
座

日
３
月
調
旦
土
適
時
～
釦
旦
日
）

狸
時
（
１
泊
２
日
）

所
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第
二

団
野
営
場
（
中
峠
・
芝
原
城
跡
）

内
野
外
料
理
を
楽
し
む
キ
ャ
ン
プ

と
花
見
の
会
ほ
か

対
小
学
生
を
含
む
先
着
、
家
族

持
ね
ま
き
、
着
替
え
（
防
寒
用
含

む
）
、
洗
面
用
具

費
１
人
５
０
０
円

※
寝
袋
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
用
品
を
お

持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
宿
泊
は
テ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

申
・
問
電
話
で
３
月
妬
日
ま
で
に

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第
二
団
・

大
高
壷
７
１
８
７
１
０
４
９
４

中
央
学
院
大
学
オ
ー
ブ
ン
カ
レ
ッ
ジ
歴

わ
な
い
、
混
合
可
。

賛
１
チ
ー
ム
－
２
０
０
円
（
中
学

生
以
下
６
０
０
円
）

申
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
涛
如
遙
名
、

種
目
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
４
月
妬
日
（
必

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１
４
４

束
我
孫
子
２
の
霊
の
鞭
阿
部
林
造

間
阿
部
電
７
１
８
５
１
０
４
６
１

親
子
キ
ャ
ン
プ
と
花
見
の
会

日
・
所
３
月
調
日
（
土
）
追
時
～
加

時
釦
分
、
知
日
（
日
）
９
時
妬
分
～
妬

時
釦
分

所
ざ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

内
講
演
、
テ
ー
マ
別
分
科
会
ほ
か

費
６
０
０
０
円
（
１
日
の
み
は
４

０
０
０
円
）

※
学
生
、
未
成
年
者
は
半
額
。

日
３
月
珀
日
（
水
）
昭
時
～
皿
時

所
生
活
塾
エ
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
（
北
柏
駅
徒
歩
３
分
）

対
釦
歳
以
上
で
、
初
め
て
キ
ー
ボ

ー
ド
を
弾
か
れ
る
方

※
楽
譜
を
読
め
な
い
方
も
可
。

費
５
０
０
円

申
・
問
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
壷
７

１
６
６
１
９
２
５
２
（
月
～
金
の
、

時
～
〃
時
）

望
老
は
「
託
児
希
望
」
を
明
記
し
、

〒
２
７
０
１
１
１
９
６
久
寺
家
４
５

１
中
央
学
院
大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン

タ
ー
Ⅷ
７
１
８
３
１
６
５
０
６
Ｅ
メ

ー

ー
ル
“
ｂ
の
ロ
計
①
Ｈ
ｎ
Ｕ
ｏ
ｐ
ｏ
的
匡
画
。
』
も

問
同
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
壷
７

１
８
３
１
６
５
２
９

函
壷
か
ら
の
キ
ー
ボ
ー
ド
体
験
講
座

「
非
行
一
を
考
え
る
全
国
交
流
集
会

「
、

総孫子市圓際交溌協会(AIRA)

お友だちやご近所に外国人の方がいましたら、この講座を紹介してください。

日時｡場所①災曜日クラス…5月6日から毎週災曜日午前10時30分から正午、

クラス…5月10日から毎週土曜日午後1時30分から3時30分$アピスタほか

内容日本語の日常会話の習得

参加費無料(テキスト代は実費）

市民ブラザ②土曜日

弓
＝

タト国人のお母さんのために、日本語教室の時間に､子守りをしていただける方を募集します。（年齢や

性別は不問､タト国語は不要）

|申し込み固電話かﾌｧｸｽがEﾒーﾙで住所､氏名､電話番号(日本語教室希望者は出身国､ｸﾗｽ名）

噸聴2鋸陶:繍詣舗献川側鼠州州(馴概淵）‐ノ

〒270-1192(住所省略可)市役所都市計画課内線578へ

※当日の開催の有無は、午前8時30分からテレホンガイド
窓7185-5000、コード番号849でお知らせします。
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’
Ｌ
■
Ｂ
Ｔ
島
■
Ｌ
■
■
因
■
■
■
■
■
■
畠
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｆ
■
■
０
１
１
１
１
４
１
１
品
１
１
‐

口
日
木
曜
日
９
時
釦
分
～
鵡
時
釦
分

（
午
前
・
午
後
・
月
１
回
で
も
可
）

所
湖
北
台
東
小
学
校
内
・
地
域
交

流
教
室

内
お
茶
の
接
待
や
高
齢
者
の
お
世

話
、
施
設
の
清
掃
ほ
か

申
・
問
電
話
で
湖
北
台
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
垂
７
１
８
８
１
１
４
１

０
（
平
日
９
時
～
哩
時
、
喝
時
釦
分

～
妬
時
鋤
分
〈
火
．
木
曜
日
は
午
前

中
の
み
》

ぼ
し
ゅ
う

日
・
所
毎
週
火
曜
日
四
時
～
加
時

釦
分
、
ア
ビ
ス
タ
（
月
３
回
）

対
初
心
者
、
初
級
の
方

費
月
額
３
０
０
０
円
、
入
会
金
１

０
０
０
円

申
・
問
電
話
で
サ
ー
ク
ル
す
ず
ら

ん
・
星
野
壷
７
１
８
２
１
６
６
７
０

「
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
」
ボ
ラ
ど
テ
イ
ア

日
４
月
３
日
（
木
）
、
以
降
毎
月
木

曜
日
（
月
３
回
）
巧
時
～
面
時

所
ア
ビ
ス
タ
ほ
か

内
世
界
各
国
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

対
女
性
の
方

社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
会
員

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
会

ロ

｛
』

一
舅

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
を
。

費
月
額
１
２
０
０
円
、
入
会
金
１

０
０
０
円

申
・
問
電
話
か
直
接
会
場
で
ケ
セ

ラ
ン
パ
サ
ラ
ン
・
山
脇
壷
７
１
６
９

１
１
２
９
０
（
娼
時
～
型
時
）

根
戸
少
年
剣
友
会
会
員

日
・
所
毎
週
日
曜
日
晦
時
～
面
時

…
我
孫
子
第
四
小
学
校
ほ
か
、
毎
週

水
曜
日
９
時
釦
分
～
ｎ
時
釦
分
：
・
高

野
山
小
学
校

費
月
額
２
０
０
０
円
、
入
会
金
１

０
０
０
円

日
毎
週
日
曜
日
哩
時
～
妬
時
、
毎

週
木
曜
日
四
時
～
加
時

所
根
戸
小
学
校
体
育
館

対
小
学
生
（
園
児
も
可
）

費
月
額
２
０
０
０
円

申
・
問
電
話
か
直
接
会
場
で
衣
笠

壷
７
１
８
６
１
０
０
５
２

日
・
所
毎
週
火
曜
日
娼
時
巧
分
～

哩
時
輻
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

対
女
性
の
方
（
初
心
者
可
）

費
月
額
２
５
０
０
円
、
入
会
金
２

０
０
０
円

申
・
問
電
話
で
湖
北
ヨ
ー
ガ
・
渡

辺
登
７
１
４
９
１
８
４
０
４

太
極
拳
サ
ー
ク
ル
会
員

ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル
会
員

Ｉ
ｈ

ｌ
１
ｌ
１
１

ｈ
Ｈ
ｌ
，
宮
■
■
巳
巫
堪
！
■
■
Ｉ

Ⅱ

b

｜
ﾛ

湧ー

英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

申
・
問
電
話
で
あ
び
こ
太
極
会

山
本
盃
７
１
８
９
１
４
６
８
７

日
毎
週
水
曜
日
四
時
～
副
時

所
ア
ビ
ス
タ

対
初
級
の
方

費
月
額
３
５
０
０
円

申
・
問
電
話
で
英
会
話
サ
ー
ク
ル

リ
ズ
ム
・
宮
口
垂
７
１
８
６
１
０
３

７
８

’
日
金
曜
日
、
時
～
狸
時
（
月
３
回
）

所
市
民
会
館

対
初
級
・
中
級
の
方

費
月
額
４
０
０
０
円

申
・
問
電
話
で
英
会
話
サ
ー
ク
ル

Ｔ
ｗ
Ｋ
・
山
口
壷
７
１
３
９
１
８
２

１
９

日
毎
週
火
唯
日
巧
時
～
娼
時

所
湖
北
地
区
公
民
館

内
英
語
に
触
れ
な
が
ら
歌
や
遊
び
、

ゲ
ー
ム
を
行
う

対
小
学
校
１
年
生
（
園
児
も
可
）

費
月
額
３
５
０
０
円
、
入
会
金
１

０
０
０
円
（
兄
弟
は
１
人
分
の
み
）

申
・
問
電
話
で
ピ
グ
レ
ッ
ト
ラ
ン

ド
・
宮
崎
壷
７
１
６
９
１
９
４
５
５

１
１
１

英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

日
毎
週
木
曜
日
、
時
～
廻
時
（
第

２
．
第
４
は
９
時
釦
分
～
ｎ
時
釦
分
）

所
市
民
会
館

忘れずに納めましょう 子
ど
も
英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

英
会
話
サ
ｉ
ク
ル
会
員

|’
介護保険料第10期

’

※納付を口座振替にすると、納め忘れ

もなく便利です。ぜひご利用ください。

内
①
航
空
機
に
よ
る
派
遣
索
国

際
青
年
育
成
交
流
＊
日
中
、
日
韓

青
年
親
善
交
流
）
②
船
舶
に
よ
る

派
遣
素
世
界
青
年
の
船
＊
東
南

ア
ジ
ア
青
年
の
船
）

対
唱
歳
～
釦
歳
ま
で
の
方
で
、
交

流
活
動
を
円
滑
に
行
え
る
一
般
教
養

と
英
語
力
が
あ
る
方

応
募
期
限
３
月
巽
日

県
選
考
会
４
月
亜
日

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

県
庁
県
民
生
活
課
容
０
４
３
１
２
２

３
１
２
３
３
０

市
の
健
〈
検
）
診
を
受
け
る
方
に

受
診
券
を
郵
送
し
ま
す

市
内
の
委
託
医
療
機
関
で
受
診
す

る
健
（
検
）
診
の
受
診
券
を
郵
送
し
ま

す
。
対
象
と
な
る
健
（
検
）
診
は
、
生

活
習
恨
病
健
診
（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

留
学
期
間
１
年
ま
た
は
２
年

対
市
内
在
住
ま
た
は
出
身
者
で
、

大
学
２
年
を
終
了
し
、
留
学
希
望
先

の
重
職
馨
方

応
募
期
限
３
月
型
日

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

我
孫
子
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務

局
・
松
丸
垂
７
１
３
７
１
２
２
１
１

対
中
級
の
方

費
月
額
４
０
０
０
円
、
入
会
金
１

０
０
０
円

申
・
問
電
話
で
英
会
話
Ａ
・
塩
沢

査
７
１
３
９
１
９
２
３
１

ご副圃＜腿い 内
閣
府

青
年
国
際
交
流
参
加
者

海
外
留
学
生

’
お
し
ら
せ

テレホンガイド’
声の便利帳

１
１
Ｉ

TEL7185-5000

｜

’

’

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

４
月
１
日
か
ら
、
乳
幼
児
医
療
萱

助
成
制
度
が
「
償
還
払
い
方
式
」
（
一

度
支
払
っ
た
医
療
費
を
後
日
請
求
）

か
ら
、
「
現
物
給
付
方
式
」
（
受
給
券

と
保
険
証
を
提
示
し
て
保
護
者
負
担

分
の
み
を
支
払
い
）
に
変
わ
り
ま
す
。

市
で
は
、
申
請
手
続
き
を
し
た
方

に
「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
受
給
券
」

を
３
月
即
日
に
郵
送
し
ま
す
。
３
月

”
日
ま
で
に
受
給
券
が
届
か
な
い
場

合
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
を
し
な
い
と
助
成
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
対
象
の
お
子
さ
ん
（
平
成
９
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
が
い
る
家

庭
で
、
申
請
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
方
は
至
急
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
７
１

１
１
３
１

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

日
・
所
３
月
諏
日
（
木
）
廻
時
鋤
分

～
巧
時
釦
分
、
保
健
セ
ン
タ
ー

対
痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族

費
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

問
介
護
支
援
課
呑
７
１
８
６
，
１

４
１
１

査
を
含
む
）
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が

ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
で
す
。

今
回
郵
送
す
る
の
は
、
平
成
狸
年

度
市
県
民
税
特
別
徴
収
者
以
外
の
方

で
、
男
性
が
如
歳
以
上
、
女
性
は
釦

歳
以
上
の
方
で
す
が
、
４
月
１
日
ま

で
に
受
診
券
が
届
か
な
い
方
、
ま
た

は
郵
送
の
対
象
外
で
受
診
を
希
望
す

る
方
は
、
受
診
の
７
日
前
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
健
（
検
）
診
の
日
程
な
ど
詳

し
く
は
、
広
報
あ
び
こ
４
月
１
日
号

に
折
り
込
ま
れ
る
「
保
健
セ
ン
・
タ
ー

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
７
１

１
１
３
１

受
給
券
を
３
月
ｍ
日
に
発
送

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

、

１
１

｜’
．、

劉

隼」P◎
広
報
が
届
い
て
い
な
い
方
へ
は

市
で
は
、
広
報
あ
び
こ
を
新
聞
折

り
込
み
で
配
付
し
て
い
る
ほ
か
、
市

の
公
共
施
設
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
胃
ｇ
“

べ
く
ｚ
ご
タ
ン
員
。
再
罵
“
ご
嵩
汽
○
・
。
青
》
ず
四
・
一
℃

な
お
、
新
聞
を
定
期
購
読
し
て
い

な
い
な
ど
、
広
報
が
届
い
て
い
な
い

市
民
の
皆
さ
ん
へ
は
、
広
報
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。

◎
目
の
不
自
由
な
方
へ
は

視
覚
障
害
者
を
対
象
に
、
広
報
の

内
容
を
カ
セ
ッ
ト
に
吹
き
込
ん
だ

「
声
の
広
報
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

問
広
報
室
・
内
線
３
８
８

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

’
特
定
化
学
物
質
を
一
定
錘
以
上
取

り
扱
う
事
業
者
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
（
特

定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
趣
の

把
握
等
お
よ
び
管
理
の
改
善
の
促
進

に
関
す
る
法
律
）
に
基
づ
き
、
毎
年

度
当
該
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
な

ど
を
知
事
を
経
由
し
て
、
国
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

該
当
す
る
事
業
者
は
、
平
成
必
年

度
の
実
績
を
４
月
１
日
か
ら
６
月
知

日
ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
環
境
政
策
課
壷
０
４
３
１

２
２
３
１
４
６
６
５

県
で
は
、
再
就
職
を
希
望
す
る
方

に
各
種
相
談
と
情
報
提
供
を
す
る
た

め
再
就
峨
支
援
セ
ン
タ
ー
を
県
内
２

カ
所
に
開
設
し
ま
し
た
。

問
東
葛
飾
セ
ン
タ
ー
（
松
戸
市
小

根
本
７
）
垂
Ｏ
４
７
Ｉ
３
６
１
１
４

０
１
６
、
千
葉
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
）

壷
０
４
３
１
２
２
３
１
５
７
３
５

ｌ
ｌ
ｌ
１
０
Ｉ
Ⅷ
１
１
１
１
，
ｉ
１
，
‐
ｈ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
川
川
Ⅲ
Ⅷ
Ⅲ
叩
砠
■
咽
■
旧
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ

広
報
を
お
届
け
し
ま
す

特
定
化
学
物
質
取
扱
事
業
者
の

み
な
さ
ん
へ
‐

県
民
再
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

弓
Ｊ
■
■
■
Ｉ
Ｈ
Ｉ
ｊ
Ⅱ
貝
Ｊ
１
’
’
１
１
０
１
‐
閂
‐
ｐ
Ｂ
０
Ｐ
ｐ
６
Ｕ

Ｉ

「１
１
１

、 戸 二二二一一

4月から移動図書館の

ｽﾃーｼｮﾝが変りり諭
◎新設ステーション

名称南新木ST

場所新木区画整理区域内｢森の公園」

巡回日時月2回權日$午攪1時20分から18350分
．廃止ステージョソ

名称高野山ST(市民会館裏）
◎巡回日時変更ステーション

名称南青山ST

変更日時月2回金曜日､午鶴2時から2時30分に
名称新木野ST

変更日時月2回木曜日､午攪2時から2時30分に
間市民図書館a7184-1110

フレーフレー！

洲20ﾃﾚﾌｫﾝちば …酬巖誕箇さんへ
安心して働いていただくため、育児･介護・

家事のｻー ｽに関する情報を電話で提供します。
◎育児情報保育所､家庭保育､保育ｻボー ﾀー 、
ベビーシッター､放課後児童クラブほか

◎介護情報高齢者向け福祉サービス､民間ホ
ームヘルパー､介謂羽品ほか

◎家事代行情報家政婦紹介所､家事代行サー

ビスほか

受付時間平日（祝日を除く）の午前9時30

分から午後4時30分

間2020テレフォンちばく(恥21世紀職業財

団千葉事務所>冠043-225-2020

※インターネットでも情報の-部をご案内して

います。URLhttp:"www.2020net.jp

恩給欠格者、引揚者の皆さんに内閣総理大臣名の賞状な
どを贈呈したいます。

①|暉人軍属で恩給などを受けていない､恩給欠格者の万
O外地等の勤務経験があり、加算年を含む在職年が3年以
上の方と実在職年が1年以上の方

。内地勤務経験のみの方で､加算年を含む在職年が3年以
上の方と実在職年が1年以上の方

。上記対象者で､請求を行なうことなく亡くなられた方
(請求期限:平成17年3月31日）

②終戦に伴い､本邦以外の地域から引き揚げてこられた万
(請求期限;平成15年3月31日）

※請求書類は､市役所生活支援課に用意してあります｡す
でに請求された方は､請求の必要はありません。
間総務省認可法人平和祈念事業特別墓金公0120-234-933
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国民健康保険税第10期

水道料金

納期限
座撮

日(月）

31日(月）

25日(火）

ファクス
ファクス

~｢EL71183-6@00



(S)おび二 2003.3.16第1089号
１
０
●
日
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｈ
Ｉ
Ｉ
ｈ
》
一
一
一
一
一
コ
二
一
三

お
米
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

伽
験
水
田
の
参
加
者
募
集

手
賀
沼
の
ほ
と
り
の
自
然
豊
か
な

高
野
山
新
田
で
、
お
米
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

作
業
の
指
導
は
、
体
験
水
田
を
開

設
す
る
農
家
の
方
が
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容
田
植
え
、
稲
刈
り
、
収
稚
祭

し
後
半
空
分
窪
田
選
手
の
ト
ラ
イ

２
月
調
日
、
国
立
競
技
場
で
行
わ

れ
た
ラ
グ
ビ
ー
日
本
選
手
権
決
勝
で
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
３
連
覇
を
目
指
す
強
豪
サ

ン
ト
リ
ー
を
調
対
妬
で
破
り
、
初
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

部Ｎ
Ｅ
Ｃ
ラ
グ
ビ
ー
部
の
皆
ざ
ん
は
、

全
員
市
内
に
住
ん
で
い
ま
す
。
職
場

も
全
員
が
我
孫
子
事
業
場
で
、
練
習

ラ
グ
ビ
ー
部
員
全
員
が
我
孫
子
市
民

Ｎ
Ｅ
Ｃ 貝

I

全ラ
グ

貝ビ ほ
か

場
所
鈴
木
農
園
（
高
野
山
新
田
）

対
象
・
定
員
米
作
り
に
興
味
の
あ

る
方
、
先
着
１
０
０
人
（
原
則
と
し

て
家
族
で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
）

体
験
料
１
人
２
０
０
０
円
（
未
就

学
児
は
無
料
）

も
事
業
場
内
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
密
着
し

市
民
に
愛
さ
れ
る
チ
ー
ム
に

’
毎
年
夏
に
、
ラ
グ
ビ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
開
放
し
て
行
わ
れ
る
「
あ
び
こ

う
グ
ビ
ー
フ
エ
ス
タ
」
・
部
員
自
ら

が
シ
ョ
ー
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
な
ど
、
地
域
と
の
か
か
わ

６

１
立
口

｝

｜

’

守
、
心

一
画

力雲
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
代

表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
参
加
者

全
員
の
氏
名
・
年
齢
を
明

記
し
、
４
月
晦
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１

９
２
（
住
所
省
略
可
）
市

役
所
農
政
課
へ

圖
農
政
課
・
内
線
５
１

２

b

項

我
孫

日
本
選

▲日本一決定の瞬間
Ｉ
ｋ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
朋
冊
日
凹
川
価
胴
昨
Ⅱ
伽
Ⅲ
リ

「
決
勝
戦
は
（
逆
転
勝
ち
と
い

う
）
試
合
展
開
と
声
援
の
す
ご
さ
に

読
奎
ち
ま
し
産
と
議
毒

「
来
季
は
、
よ
り
地
域
と
密
着
し
て
、

ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
皆
ざ

ん
の
応
援
を
バ
ネ
に
頑
張
り
た
い
。

好
成
繊
を
あ
げ
る
こ
と
で
恩
返
し
と

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
は
〃
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｋ
○
参

の
文
字
が
入
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
バ
ネ
に

手
権
初
優
勝

子 張ってますNP

ツト我孫子市
民

I

§‐
者の自立と安心して

せる生活をサポー|、
▲主将の箕内さん

r

市
あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
は
、
手
賀

沼
沿
い
の
美
化
と
に
ぎ
わ
い
を
図
る

た
め
、
土
地
所
有
者
と
共
同
で
菜
の

花
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
菜
の
花
は
、
３
月
中
旬
こ
ろ

か
ら
見
ご
ろ
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

開
花
期
間
内
に
は
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
菜
の
花
や
食
用

ナ
バ
ナ
の
摘
み
取
り
（
有
料
）
や
、

地
元
農
家
に
よ
る
餅
つ
き
の
実
演
と

販
売
、
朝
取
り
野
菜
の
販
売
、
菜
の

「
自
立
支
援
ネ
ッ
ト
我
孫
子
」

し
ん
じ

（
新
井
進
之
理
事
長
）
が
、
去
る
２

月
、
日
に
市
内
で
廻
番
目
の
Ｎ
Ｐ
○

法
人
と
し
て
千
葉
県
か
ら
認
証
き
れ

ま
し
た
。

同
会
は
、
精
神
障
害
者
の
家
族
を

中
心
に
、
福
祉
作
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
、

ｌ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
医
師
、
行

食
警
ど
が
力
喜
わ
せ
、
障

綱
鰯
一
憩
辮
鯛
舳

割
鯲
ま
す
。

シ
主
な
事
業
は
、
①
ふ
れ
あ

纏
鮮
創
一
謁
函
磯
非

職
障
害
の
あ
る
女
性
が
ｚ
ｓ

‐
Ⅶ
人
で
共
同
生
活
を
し
な
が
ら

隠
灘
蝿
蘂
蓉
澱
斑

菜働花が

そろそろ見ごろにl

r

I
花
畑
の
中
で
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
行
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
実
施
日
や
詳
し
い
内
容

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
根
戸
新
田
（
手
賀
沼
ふ
れ
あ

い
ラ
イ
ン
沿
い
、
我
孫
子
駅
南
口
下

車
徒
歩
配
分
）

面
積
約
５
０
０
０
㎡

入
場
料
無
料
、

圖
市
あ
ゆ
み
の
郷
公
社
垂
７
１
８

３
１
１
１
３
０
（
土
・
日
・
月
を
除

く
）
、
商
工
観
光
課
↓
内
線
５
０
４

う
、
世
話
人
の
指
導
で
日
常
生
活

に
必
要
な
知
維
や
習
慣
を
身
に
つ

け
ま
す
。
②
ふ
れ
あ
い
シ
ョ
ッ

プ
・
チ
ヤ
イ
カ
（
か
も
め
）
〈
湖

北
台
１
の
皿
の
昭
〉
で
の
販
売
・
・
・

手
芸
品
等
の
販
売
を
通
じ
て
、
会

話
や
人
と
の
交
流
を
学
び
、
生
き

つ
少
、

が
い
を
創
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

③
雨
こ
い
の
家
」
の
開
設
・
働

く
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

外
出
し
て
仲
間
を
作
り
た
い
方
た

ち
の
た
め
に
、
チ
ヤ
イ
カ
の
２
階

に
開
設
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

会
員
・
賛
助
会
員
を
募
集

同
会
で
は
、
こ
の
会
の
主
旨
に

謎
同
し
、
参
加
し
て
く
だ
き
る
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

画
自
立
支
援
ネ
ッ
ト
我
孫
子
壷

Ｏ
９
０
１
３
６
９
４
１
３
３
０
９

文芸だより
あび 短歌一

」 俳句
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは、
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雁
昨
日
Ｉ
■
■
７
日
ｈ
Ｂ
Ｆ
ｒ

山本寛太撰 竹内旦選

黙
圭
呈
し
戻
り
し
山
寝
さ
案
に
大
き
虹

の
湧
き
立
つ
海
老
塚
恵
美
子

じ
ゆ
う
れ
ん
じ

大
学
受
験
の
孫
の
合
格
願
ひ
つ
つ
沼
蓮
寺
の
鐘
力
こ

め
打
つ
小
出
礼
子

ひ
ま
ご
ゆ
か
た

曽
孫
の
浴
衣
一
ケ
月
か
け
縫
ひ
し
と
ふ
切
才
の
歌
友

敬
ふ
小
林
直
江

マ
イ
ペ
ー
ス
に
常
走
り
ゐ
る
マ
ラ
ソ
ン
に
わ
が
生
き

ざ
ま
の
似
た
り
と
思
ふ
三
谷
和
夫

ひ

庭
先
の
池
に
張
り
た
る
薄
ら
氷
の
下
を
ぱ
金
魚
筆
鈍

く
泳
ぎ
ぬ

奥
理
吏
江

は
は

「
水
仙
が
咲
き
ま
し
た
よ
」
と
四
五
本
を
姑
に
供
へ

わ
か

て
そ
の
香
を
頒
つ
津
村
阿
里

老
い
ゆ
く
を
案
ず
る
妻
は
更
新
の
十
年
旅
券
を
「
長

過
ぎ
ね
」
と
言
ふ
川
上
進
也

君
く
れ
し
福
寿
草
は
や
謹
み
つ
つ
霜
の
中
よ
り
今
朝

生
ま
れ
来
る
湯
浅
美
重
子

．
ｆ
・
し

寒
晴
や
筑
波
の
藍
と
利
根
の
紺
渋
谷
多
佳
子

「
鬼
は
外
」
父
在
り
し
日
の
声
聞
こ
ゆ
北
村
徹
夫

に
お

梅
匂
ふ
医
院
に
遊
地
の
女
の
絵
青
山
陽
子

り
ゆ
う
じ
ょ

柳
架
飛
ぶ
青
空
ま
ぶ
し
沼
の
昼
町
田
進

枠
幟
や
岸
に
獅
舜
の
癖
ひ
舟
今
井
岩
夫

走
り
来
る
子
を
抱
き
上
げ
し
春
の
野
辺
下
田
文
子

春
燈
下
朱
線
鮮
か
ハ
イ
ネ
の
詩
川
上
進
也

沼
く
り
の
陽
だ
ま
り
に
寄
る
残
り
鴨
栗
田
有
康

た
ク
チ
ナ
シ
の

ク
チ
ナ
シ
は

先
に
六
片
に
裂

強
い
芳
香
を
放

「
く
ち
な
し

ビ
ロ
ー
ド

雨
季
の
夜

の
庭
で
、

二
月
の
下
旬
に
白
山
地
区
の
人
家

赤
い
実
を
い
く
つ
も
つ
け

木
を
見
か
け
ま
し
た
。

こ
ろ

梅
雨
の
頃
、
小
枝
の

け
た
白
い
花
を
つ
け
、

ち
ま
す
。

の
厚
き
花
び
ら

の
感
触
め
き
て
雛
っ

」
菊
池
尚

クチ ナシ
－
－
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ

(あかね科）

ま
た
果
実
は
薬
用
と
し
て
灘
じ
て

慾
と
、
謹
孟
血
簿
、
消

炎
な
ど
に
効
く
と
い
わ
れ
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

１
１
１
１
１１

●
０
１
Ｌ
心
雁
鯏
室
岸
亘
》

〃

花
か
ら
は
香
料
を
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
ま
た
花
は
酢
の
物
、
テ

ン
プ
ラ
な
ど
に
し
て
食
べ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

受
粉
は
主
に
夜
間
で
、
ス
ズ
メ
ガ

の
仲
間
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

果
実
は
細
長
い
卵
形
で
、
縦
に
六

本
の
翼
が
あ
り
、
上
部
に
は
角
の
よ

う
に
伸
び
た
ガ
ク
片
の
名
残
が
あ
り

ま
す
。
果
実
は
熱
す
る
と
黄
赤
色
に

色
づ
き
、
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
系
色
素
の

ク
ロ
チ
ン
を
含
む
の
で
、
古
く
か
ら

食
品
の
黄
色
着
色
料
と
し
て
、
き
ん

と
ん
の
色
づ
け
な
ど
に
使
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

無
料
で
＊
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
童

謡
の
レ
コ
ー
ド
（
釦
～
沁
枚
）

…
山
口
垂
７
１
８
３
１
１
９
７

８申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

砿
話
し
て
く
だ
き
い
。
コ
ー
ナ

ー
へ
の
掲
赦
申
し
込
み
は
、
電

話
で
ふ
れ
あ
い
工
房
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
衣

類
、
自
動
車
、
生
き
物
は
取
り

扱
い
ま
せ
ん

画
ふ
れ
あ
い
工
房
壷
７
１
８

６
１
５
５
０
０ 不用品
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